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告 示 (第1100号)

○福岡県環境影響評価技術指針 (自然環境課) １

福岡県告示第1100号

福岡県環境影響評価条例 (平成10年福岡県条例第39号) 第７条の規定に基づき､ 環境

影響評価の項目その他の環境影響評価及び事後調査に関する技術的事項に係る指針を次

のように定める｡

福岡県環境影響評価技術指針 (平成11年７月福岡県告示第1184号) は､ 廃止する｡

平成21年７月１日

福岡県知事 麻 生 渡
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福
岡
県
環
境
影
響
評
価
技
術
指
針

第
１
章

総
論

第
１

趣
旨

こ
の
技
術
指
針
は
、
福
岡
県
環
境
影
響
評
価
条
例
（
平
成
1
0
年
福
岡
県

条
例
第
3
9
号
。
以
下
「
条
例
」
と
い
う
。
）
に
よ
る
環
境
影
響
評
価
（
港

湾
環
境
影
響
評
価
を
含
む
。
）
が
合
理
的
な
方
法
に
よ
り
適
切
に
実
施
さ

れ
る
た
め
に
必
要
な
技
術
的
事
項
等
に
関
し
定
め
る
も
の
で
あ
る
。

第
２

定
義

こ
の
指
針
で
使
用
す
る
用
語
は
、
条
例
で
使
用
す
る
用
語
の
例
に
よ
る

ほ
か
次
の
と
お
り
と
す
る
。

(
1
)
「
事
業
者
等
」
と
は
、
事
業
者
、
都
市
計
画
決
定
権
者
及
び
港
湾
管
理

者
を
い
う
。

(
2
)
「
住
民
等
」
と
は
、
条
例
第
1
1
条
第
１
項
及
び
第
2
0
条
第
１
項
に
規
定

す
る
環
境
の
保
全
の
見
地
か
ら
の
意
見
を
有
す
る
者
を
い
う
。

第
２
章

環
境
影
響
評
価
の
実
施
手
法
等

第
３

調
査
計
画
書
作
成
前
の
環
境
保
全
対
策

事
業
者
等
は
、
対
象
事
業
に
つ
い
て
計
画
す
る
と
き
は
、
当
該
事
業
の

内
容
を
考
慮
し
た
基
本
的
な
環
境
保
全
対
策
（
以
下
「
計
画
策
定
時
の
環

境
保
全
対
策
」
と
い
う
。
）
も
併
せ
て
策
定
す
る
よ
う
努
め
る
も
の
と
し

、
策
定
に
当
た
っ
て
は
次
に
掲
げ
る
事
項
に
留
意
す
る
も
の
と
す
る
。

(
1
)
事
業
実
施
に
伴
う
環
境
影
響
に
つ
い
て
、
で
き
る
限
り
回
避
・
低
減
を

図
る
こ
と
。

(
2
)
福
岡
県
環
境
総
合
基
本
計
画
そ
の
他
の
行
政
機
関
が
定
め
た
環
境
に
関
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す
る
施
策
と
の
整
合
を
図
る
こ
と
。

(
3
)
環
境
の
保
全
に
関
連
す
る
法
令
に
定
め
る
規
制
基
準
等
を
遵
守
す
る
こ

と
。

第
４

事
業
特
性
及
び
地
域
特
性
の
把
握

１
事
業
者
等
は
、
環
境
影
響
評
価
を
行
う
上
で
必
要
な
範
囲
内
に
お
い
て

、
対
象
事
業
に
係
る
環
境
影
響
評
価
項
目
並
び
に
調
査
、
予
測
及
び
評
価

の
手
法
の
選
定
に
影
響
を
及
ぼ
す
対
象
事
業
の
内
容
（
以
下
「
事
業
特
性

」
と
い
う
。
）
並
び
に
対
象
事
業
が
実
施
さ
れ
る
予
定
の
区
域
（
以
下
「

事
業
実
施
区
域
」
と
い
う
。
）
及
び
そ
の
周
囲
の
自
然
的
社
会
的
状
況
（

以
下
「
地
域
特
性
」
と
い
う
。
）
に
関
し
、
次
に
掲
げ
る
情
報
を
把
握
す

る
も
の
と
す
る
。

(
1
)
事
業
特
性
に
関
す
る
情
報

ア
対
象
事
業
の
種
類

イ
事
業
実
施
区
域

ウ
対
象
事
業
の
規
模

エ
対
象
事
業
の
工
事
計
画
の
概
要

オ
施
設
等
の
概
要

カ
類
似
の
事
業
の
状
況

キ
そ
の
他
対
象
事
業
に
関
す
る
事
項

(
2
)
地
域
特
性
に
関
す
る
情
報

ア
自
然
的
状
況

(
ｱ
)
気
象
、
大
気
質
、
騒
音
、
振
動
そ
の
他
の
大
気
に
係
る
環
境
の
状

況
（
こ
れ
ら
に
係
る
環
境
基
準
の
確
保
の
状
況
を
含
む
。
）

(
ｲ
)
水
象
、
水
質
、
水
底
の
底
質
そ
の
他
の
水
に
係
る
環
境
の
状
況
（
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こ
れ
ら
に
係
る
環
境
基
準
の
確
保
の
状
況
を
含
む
。
）

(
ｳ
)
土
壌
、
地
盤
等
の
状
況
（
こ
れ
ら
に
係
る
環
境
基
準
の
確
保
の
状

況
を
含
む
。
）

(
ｴ
)
地
形
及
び
地
質
の
状
況

(
ｵ
)
動
植
物
の
生
息
又
は
生
育
、
植
生
及
び
生
態
系
の
状
況

(
ｶ
)
景
観
及
び
人
と
自
然
と
の
触
れ
合
い
活
動
の
状
況

イ
社
会
的
状
況

(
ｱ
)
人
口
及
び
産
業
の
状
況

(
ｲ
)
土
地
利
用
の
状
況

ａ
土
地
利
用
計
画

ｂ
周
辺
で
行
わ
れ
て
い
る
主
な
事
業

(
ｳ
)
河
川
、
海
域
及
び
地
下
水
の
利
用
状
況

(
ｴ
)
交
通
の
状
況

(
ｵ
)
学
校
、
病
院
、
住
宅
等
の
配
置
状
況

(
ｶ
)
下
水
道
、
一
般
廃
棄
物
の
処
理
、
水
道
に
関
す
る
施
設
等
の
整
備

状
況
及
び
整
備
計
画

(
ｷ
)
開
発
行
為
の
規
制
に
関
す
る
法
令
等
に
よ
っ
て
指
定
さ
れ
た
地
域

の
状
況
及
び
規
制
等
の
内
容

(
ｸ
)
環
境
の
保
全
を
目
的
と
す
る
法
令
等
に
よ
っ
て
指
定
さ
れ
た
地
域

の
状
況
及
び
規
制
等
の
内
容

(
ｹ
)
福
岡
県
環
境
総
合
基
本
計
画
そ
の
他
の
行
政
機
関
が
定
め
た
環
境

に
関
す
る
施
策
の
適
用
状
況
と
そ
の
内
容

２
事
業
者
等
は
、
事
業
特
性
に
関
す
る
情
報
に
つ
い
て
、
当
該
対
象
事
業

に
係
る
内
容
の
具
体
化
の
過
程
に
お
け
る
環
境
保
全
の
配
慮
に
係
る
検
討
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の
経
緯
及
び
そ
の
内
容
を
把
握
す
る
も
の
と
す
る
。

３
事
業
者
等
は
、
入
手
可
能
な
最
新
の
文
献
そ
の
他
の
資
料
に
よ
り
地
域

特
性
に
関
す
る
情
報
を
把
握
す
る
と
と
も
に
、
当
該
情
報
に
係
る
過
去
の

状
況
の
推
移
及
び
将
来
の
状
況
を
把
握
す
る
も
の
と
す
る
。
こ
の
場
合
に

お
い
て
、
事
業
者
等
は
、
当
該
資
料
の
出
典
を
明
ら
か
に
で
き
る
よ
う
整

理
す
る
と
と
も
に
、
必
要
に
応
じ
、
関
係
機
関
へ
の
照
会
、
専
門
家
そ
の

他
の
当
該
情
報
に
関
す
る
知
見
を
有
す
る
者
か
ら
そ
の
知
見
を
聴
取
す
る

よ
う
努
め
る
も
の
と
す
る
。

第
５

環
境
調
査
等
の
実
施

事
業
者
等
は
、
地
域
特
性
に
関
す
る
情
報
の
収
集
に
当
た
っ
て
、
事
業

実
施
区
域
及
び
そ
の
周
囲
の
環
境
等
に
関
す
る
現
地
調
査
に
努
め
る
も
の

と
し
、
そ
の
成
果
を
環
境
影
響
評
価
そ
の
他
の
手
続
に
活
用
で
き
る
も
の

と
す
る
。

第
６

評
価
項
目
の
選
定

１
事
業
者
等
は
、
条
例
第
８
条
の
規
定
に
よ
り
調
査
計
画
書
に
記
載
す
る

対
象
事
業
に
係
る
環
境
影
響
評
価
の
項
目
（
以
下
「
評
価
項
目
」
と
い
う

。
）
の
選
定
に
当
た
っ
て
は
、
対
象
事
業
に
伴
う
環
境
影
響
を
及
ぼ
す
お

そ
れ
が
あ
る
要
因
（
以
下
「
影
響
要
因
」
と
い
う
。
）
が
当
該
影
響
要
因

に
よ
り
影
響
を
受
け
る
お
そ
れ
が
あ
る
環
境
要
素
に
及
ぼ
す
影
響
の
重
大

性
に
つ
い
て
客
観
的
か
つ
科
学
的
に
検
討
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
の

場
合
に
お
い
て
、
事
業
者
等
は
別
表
第
１
備
考
２
に
掲
げ
る
一
般
的
な
事

業
の
内
容
と
事
業
特
性
と
の
相
違
を
把
握
し
た
上
で
、
当
該
一
般
的
な
事

業
内
容
に
よ
っ
て
行
わ
れ
る
対
象
事
業
に
伴
う
影
響
要
因
に
つ
い
て
同
表

に
お
い
て
そ
の
影
響
を
受
け
る
お
そ
れ
が
あ
る
と
さ
れ
る
環
境
要
素
に
係
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る
項
目
（
以
下
「
参
考
項
目
」
と
い
う
。
）
を
勘
案
し
つ
つ
、
第
４

事

業
特
性
及
び
地
域
特
性
の
把
握
及
び
第
５

環
境
調
査
等
の
実
施
で
把
握

し
た
事
業
特
性
及
び
地
域
特
性
に
関
す
る
情
報
を
踏
ま
え
選
定
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。

２
事
業
者
等
は
、
評
価
項
目
の
選
定
に
当
た
っ
て
は
、
次
の
い
ず
れ
か
に

該
当
す
る
と
認
め
ら
れ
る
場
合
は
、
必
要
に
応
じ
て
参
考
項
目
を
選
定
し

な
い
も
の
と
す
る
。

(
1
)
参
考
項
目
に
関
す
る
環
境
影
響
が
な
い
こ
と
又
は
環
境
影
響
の
程
度

が
極
め
て
小
さ
い
こ
と
が
明
ら
か
で
あ
る
場
合

(
2
)
事
業
実
施
区
域
又
は
そ
の
周
囲
に
参
考
項
目
に
関
す
る
環
境
影
響
を

受
け
る
地
域
そ
の
他
の
対
象
が
相
当
期
間
存
在
し
な
い
こ
と
が
明
ら
か

で
あ
る
場
合

３
事
業
者
等
は
、
事
業
の
許
認
可
等
に
係
る
法
令
等
に
よ
り
評
価
項
目
が

指
定
さ
れ
て
い
る
場
合
は
、
当
該
内
容
を
踏
ま
え
て
適
切
に
選
定
す
る
も

の
と
す
る
。

４
事
業
者
等
は
、
評
価
項
目
の
選
定
に
当
た
っ
て
は
、
事
業
特
性
に
応
じ

て
、
次
に
掲
げ
る
影
響
要
因
を
、
物
質
の
排
出
、
土
地
の
形
状
の
変
更
、

工
作
物
の
設
置
そ
の
他
の
環
境
影
響
の
態
様
を
踏
ま
え
て
適
切
に
区
分
し

、
当
該
区
分
さ
れ
た
影
響
要
因
ご
と
に
検
討
を
行
う
も
の
と
す
る
。

(
1
)
対
象
事
業
に
係
る
工
事
の
実
施
(
対
象
事
業
の
一
部
と
し
て
行
う
事

業
実
施
区
域
に
お
け
る
工
作
物
の
撤
去
又
は
廃
棄
を
含
む
。
)

(
2
)
対
象
事
業
に
係
る
工
事
が
完
了
し
た
後
の
土
地
又
は
工
作
物
の
存
在

及
び
状
態
並
び
に
当
該
土
地
又
は
工
作
物
に
お
い
て
行
わ
れ
る
こ
と
が

予
定
さ
れ
て
い
る
事
業
活
動
そ
の
他
の
人
の
活
動
で
あ
っ
て
対
象
事
業
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の
目
的
に
含
ま
れ
る
も
の
（
当
該
工
作
物
の
撤
去
又
は
廃
棄
が
行
わ
れ

る
こ
と
が
予
定
さ
れ
て
い
る
場
合
に
は
、
当
該
撤
去
又
は
廃
棄
を
含
む

。
別
表
第
１
に
お
い
て
「
土
地
又
は
工
作
物
の
存
在
及
び
供
用
」
と
い

う
。
）

５
４
の
影
響
要
因
ご
と
の
検
討
は
、
環
境
要
素
を
、
法
令
等
に
よ
る
規
制

又
は
目
標
の
有
無
及
び
環
境
に
及
ぼ
す
影
響
の
重
大
性
を
考
慮
し
て
適
切

に
区
分
し
、
当
該
区
分
さ
れ
た
環
境
要
素
ご
と
に
行
う
も
の
と
す
る
。

６
事
業
者
等
は
、
評
価
項
目
の
選
定
に
当
た
っ
て
は
、
必
要
に
応
じ
専
門

家
そ
の
他
の
環
境
影
響
に
関
す
る
知
見
を
有
す
る
者
（
以
下
「
専
門
家
等

」
と
い
う
。
）
の
助
言
を
受
け
て
選
定
す
る
も
の
と
す
る
。
こ
の
場
合
に

お
い
て
、
当
該
助
言
を
受
け
た
と
き
は
、
そ
の
内
容
及
び
当
該
専
門
家
等

の
専
分
野
を
明
ら
か
に
で
き
る
よ
う
に
整
理
し
な
け
ば
な
ら
な
い
。

７
計
画
策
定
時
の
環
境
保
全
対
策
を
策
定
し
て
い
る
場
合
は
、
評
価
項
目

の
選
定
に
際
し
、
そ
の
内
容
及
び
結
果
を
反
映
す
る
こ
と
が
で
き
る
も
の

と
す
る
。

８
評
価
項
目
は
、
原
則
と
し
て
環
境
に
関
す
る
項
目
と
し
、
必
要
に
応
じ

環
境
に
関
す
る
項
目
以
外
の
も
の
も
選
定
で
き
る
も
の
と
す
る
。

９
事
業
者
等
は
、
環
境
影
響
評
価
の
手
法
を
選
定
し
、
又
は
環
境
影
響
評

価
を
行
う
過
程
に
お
い
て
項
目
の
選
定
に
係
る
新
た
な
事
情
が
生
じ
た
場

合
に
あ
っ
て
は
、
必
要
に
応
じ
選
定
し
た
項
目
の
見
直
し
を
行
わ
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。

1
0
事
業
者
等
は
、
評
価
項
目
選
定
の
検
討
結
果
及
び
選
定
の
理
由
を
明
ら

か
に
で
き
る
よ
う
整
理
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

第
７

調
査
手
法
の
選
定
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１
事
業
者
等
は
、
条
例
第
８
条
の
規
定
に
よ
り
調
査
計
画
書
に
記
載
す
る

調
査
に
用
い
る
手
法
（
以
下
「
調
査
手
法
」
と
い
う
。
）
の
選
定
に
当
た

っ
て
は
、
別
表
第
１
備
考
２
に
掲
げ
る
一
般
的
な
事
業
の
内
容
と
事
業
特

性
と
の
相
違
を
把
握
し
た
上
で
、
各
参
考
項
目
ご
と
に
別
表
第
２
に
掲
げ

る
参
考
と
な
る
調
査
の
手
法
（
以
下
「
参
考
調
査
手
法
」
と
い
う
。
）
を

勘
案
し
つ
つ
、
第
４

事
業
特
性
及
び
地
域
特
性
の
把
握
及
び
第
５

環

境
調
査
等
の
実
施
に
よ
る
成
果
を
踏
ま
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

２
事
業
者
等
は
、
次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
と
認
め
ら
れ
る
場
合
は
、

必
要
に
応
じ
参
考
調
査
手
法
よ
り
簡
略
化
さ
れ
た
調
査
手
法
を
選
定
す
る

も
の
と
す
る
。

(
1
)
当
該
参
考
項
目
に
関
す
る
環
境
影
響
の
程
度
が
小
さ
い
こ
と
が
明
ら

か
で
あ
る
こ
と
。

(
2
)
事
業
実
施
区
域
又
は
そ
の
周
囲
に
当
該
参
考
項
目
に
関
す
る
影
響
を

受
け
る
地
域
そ
の
他
の
対
象
が
相
当
期
間
存
在
し
な
い
こ
と
が
想
定
さ

れ
る
こ
と
。

(
3
)
類
似
の
事
例
に
よ
り
当
該
参
考
項
目
に
関
す
る
環
境
影
響
の
程
度
が

明
ら
か
で
あ
る
こ
と
。

(
4
)
当
該
参
考
項
目
に
係
る
予
測
及
び
評
価
に
お
い
て
必
要
と
さ
れ
る
情

報
が
、
参
考
調
査
手
法
よ
り
簡
易
な
方
法
で
収
集
で
き
る
こ
と
が
明
ら

か
で
あ
る
こ
と
。

３
事
業
者
等
は
、
次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
と
認
め
ら
れ
る
場
合
は
、

必
要
に
応
じ
参
考
調
査
手
法
よ
り
詳
細
な
調
査
手
法
を
選
定
す
る
も
の
と

す
る
。

(
1
)
事
業
特
性
に
よ
り
、
当
該
参
考
項
目
に
関
す
る
環
境
影
響
の
程
度
が
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著
し
い
も
の
と
な
る
お
そ
れ
が
あ
る
こ
と
。

(
2
)
事
業
実
施
区
域
又
は
そ
の
周
囲
に
、
次
に
掲
げ
る
地
域
そ
の
他
の
対

象
が
存
在
し
、
か
つ
、
事
業
特
性
が
次
の
ア
、
イ
又
は
ウ
に
規
定
す
る

参
考
項
目
に
関
す
る
環
境
要
素
に
係
る
相
当
程
度
の
環
境
影
響
を
及
ぼ

す
お
そ
れ
が
あ
る
も
の
で
あ
る
こ
と
。

ア
当
該
参
考
項
目
に
関
す
る
環
境
要
素
に
係
る
環
境
影
響
を
受
け
や

す
い
地
域
そ
の
他
の
対
象

イ
当
該
参
考
項
目
に
関
す
る
環
境
要
素
に
係
る
環
境
の
保
全
を
目
的

と
し
て
法
令
等
に
よ
り
指
定
さ
れ
た
地
域
そ
の
他
の
対
象

ウ
当
該
参
考
項
目
に
関
す
る
環
境
要
素
に
係
る
環
境
が
既
に
著
し
く

悪
化
し
、
又
は
著
し
く
悪
化
す
る
お
そ
れ
が
あ
る
地
域

４
事
業
者
等
は
、
調
査
手
法
の
選
定
に
当
た
っ
て
は
、
参
考
調
査
手
法
を

踏
ま
え
る
ほ
か
、
次
に
掲
げ
る
調
査
の
手
法
に
関
す
る
事
項
に
つ
い
て
、

そ
れ
ぞ
れ
当
該
事
項
に
お
い
て
定
め
る
も
の
を
、
選
定
し
た
評
価
項
目
の

特
性
、
事
業
特
性
及
び
地
域
特
性
を
踏
ま
え
、
評
価
に
お
い
て
必
要
な
水

準
が
確
保
さ
れ
る
よ
う
選
定
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
の
場
合
に
お
い

て
、
地
域
特
性
が
時
間
の
経
過
に
伴
っ
て
変
化
す
る
も
の
で
あ
る
こ
と
に

留
意
す
る
も
の
と
す
る
。

(
1
)
調
査
す
べ
き
情
報

選
定
し
た
評
価
項
目
に
係
る
環
境
要
素
の
状
況

に
関
す
る
情
報
又
は
気
象
、
水
象
そ
の
他
自
然
的
状
況
若
し
く
は
人
口

、
産
業
、
土
地
利
用
、
水
域
利
用
そ
の
他
の
社
会
的
状
況
に
関
す
る
情

報

(
2
)
調
査
の
基
本
的
な
手
法

既
存
の
文
献
及
び
行
政
資
料
の
収
集
、
専

門
家
等
か
ら
の
科
学
的
知
見
の
聴
取
、
現
地
調
査
、
地
元
住
民
等
か
ら
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の
聞
き
取
り
調
査
そ
の
他
の
方
法
に
よ
り
調
査
す
べ
き
情
報
を
収
集
し

、
そ
の
結
果
を
整
理
し
、
及
び
解
析
す
る
手
法

(
3
)
調
査
の
対
象
と
な
る
地
域
（
以
下
「
調
査
地
域
」
と
い
う
。
）

対

象
事
業
の
実
施
に
よ
り
選
定
し
た
評
価
項
目
に
関
す
る
環
境
要
素
に
係

る
環
境
影
響
を
受
け
る
お
そ
れ
が
あ
る
地
域
又
は
土
地
の
形
状
が
変
更

さ
れ
る
区
域
及
び
そ
の
周
辺
の
区
域
そ
の
他
の
調
査
に
適
切
な
範
囲
で

あ
る
と
認
め
ら
れ
る
地
域

(
4
)
調
査
に
当
た
り
一
定
の
地
点
に
関
す
る
情
報
を
重
点
的
に
収
集
す
る

こ
と
と
す
る
場
合
に
お
け
る
当
該
地
点
（
以
下
「
調
査
地
点
」
と
い
う

。
）

調
査
す
べ
き
情
報
の
内
容
及
び
特
に
環
境
影
響
を
受
け
る
お
そ

れ
が
あ
る
対
象
の
状
況
を
踏
ま
え
、
地
域
を
代
表
す
る
地
点
そ
の
他
の

調
査
に
適
切
か
つ
効
果
的
で
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
地
点

(
5
)
調
査
に
係
る
期
間
、
時
期
又
は
時
間
帯
（
以
下
「
調
査
期
間
等
」
と

い
う
。
）

調
査
す
べ
き
情
報
の
内
容
を
踏
ま
え
、
調
査
に
適
切
か
つ

効
果
的
で
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
期
間
、
時
期
又
は
時
間
帯

５
調
査
の
基
本
的
な
手
法
の
う
ち
、
情
報
の
収
集
、
整
理
又
は
解
析
に
つ

い
て
法
令
等
に
よ
り
定
め
ら
れ
た
手
法
が
あ
る
環
境
要
素
に
係
る
選
定
項

目
に
係
る
も
の
に
つ
い
て
は
、
当
該
法
令
等
に
よ
り
定
め
ら
れ
た
調
査
手

法
を
踏
ま
え
、
適
切
な
調
査
の
手
法
を
選
定
す
る
も
の
と
す
る
。

６
調
査
に
係
る
期
間
の
う
ち
、
季
節
に
よ
る
変
動
を
把
握
す
る
必
要
が
あ

る
調
査
の
対
象
に
係
る
も
の
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
を
適
切
に
把
握
で
き
る

よ
う
に
、
年
間
を
通
じ
た
調
査
に
係
る
も
の
に
つ
い
て
は
、
必
要
に
応
じ

て
観
測
結
果
の
変
動
が
少
な
い
こ
と
が
想
定
さ
れ
る
時
期
に
開
始
す
る
よ

う
に
調
査
に
係
る
期
間
を
選
定
す
る
も
の
と
す
る
。
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７
事
業
者
等
は
、
調
査
手
法
の
選
定
に
当
た
っ
て
は
、
調
査
の
実
施
に
際

し
、
で
き
る
限
り
環
境
へ
の
影
響
が
小
さ
い
手
法
を
選
定
す
る
よ
う
留
意

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

８
事
業
者
等
は
、
調
査
手
法
の
選
定
に
当
た
っ
て
は
、
調
査
に
よ
り
得
ら

れ
た
情
報
が
記
載
さ
れ
て
い
た
文
献
名
、
当
該
情
報
を
得
る
た
め
に
行
わ

れ
た
調
査
の
前
提
条
件
、
調
査
地
域
、
調
査
地
点
及
び
調
査
期
間
等
の
設

定
の
根
拠
、
調
査
の
日
時
そ
の
他
の
当
該
情
報
の
出
自
及
び
そ
の
妥
当
性

を
明
ら
か
に
で
き
る
よ
う
に
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
の
場
合
に
お
い

て
、
希
少
な
動
植
物
の
生
息
又
は
生
育
に
関
す
る
情
報
に
つ
い
て
は
、
必

要
に
応
じ
、
公
開
に
当
た
っ
て
種
及
び
場
所
を
特
定
で
き
な
い
よ
う
に
す

る
こ
と
そ
の
他
の
希
少
な
動
植
物
の
保
護
の
た
め
に
必
要
な
配
慮
を
行
う

も
の
と
す
る
。

９
事
業
者
等
は
、
調
査
手
法
の
選
定
に
当
た
っ
て
は
、
長
期
間
の
観
測
結

果
が
存
在
す
る
項
目
に
つ
い
て
現
地
調
査
を
行
う
場
合
に
あ
っ
て
は
、
当

該
観
測
結
果
と
現
地
調
査
に
よ
り
得
ら
れ
た
結
果
を
比
較
で
き
る
よ
う
に

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

1
0
事
業
者
等
は
、
調
査
手
法
の
選
定
に
当
た
っ
て
は
、
必
要
に
応
じ
専
門

家
等
の
助
言
を
受
け
て
選
定
す
る
も
の
と
す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、

助
言
を
受
け
た
と
き
は
、
そ
の
内
容
及
び
当
該
専
門
家
等
の
専
門
分
野
を

明
ら
か
に
で
き
る
よ
う
に
整
理
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

1
1
事
業
者
等
は
、
評
価
を
行
う
過
程
に
お
い
て
、
新
た
な
事
情
が
生
じ
た

と
き
は
、
必
要
に
応
じ
調
査
手
法
の
見
直
し
を
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

。

1
2
事
業
者
等
は
、
調
査
手
法
選
定
の
検
討
結
果
及
び
そ
の
選
定
の
理
由
を
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明
ら
か
に
で
き
る
よ
う
整
理
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

第
８

予
測
手
法
の
選
定

１
事
業
者
等
は
、
条
例
第
８
条
の
規
定
に
よ
り
調
査
計
画
書
に
記
載
す
る

予
測
の
手
法
（
以
下
「
予
測
手
法
」
と
い
う
。
）
の
選
定
に
当
た
っ
て
は

、
別
表
第
１
備
考
２
に
掲
げ
る
一
般
的
な
事
業
の
内
容
と
事
業
特
性
と
の

相
違
を
把
握
し
た
上
で
、
各
参
考
項
目
ご
と
に
別
表
第
２
に
掲
げ
る
参
考

と
な
る
予
測
の
手
法
（
以
下
「
参
考
予
測
手
法
」
と
い
う
。
）
を
勘
案
し

つ
つ
、
第
４

事
業
特
性
及
び
地
域
特
性
の
把
握
及
び
第
５

環
境
調
査

等
の
実
施
に
よ
る
成
果
を
踏
ま
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
の
場
合
に
お

い
て
、
参
考
調
査
手
法
と
同
様
に
環
境
影
響
の
程
度
を
考
慮
し
、
必
要
に

応
じ
て
参
考
予
測
手
法
よ
り
も
簡
略
化
さ
れ
た
予
測
手
法
あ
る
い
は
詳
細

な
予
測
手
法
を
選
定
す
る
も
の
と
す
る
。

２
事
業
者
等
は
、
予
測
手
法
の
選
定
に
当
た
っ
て
は
、
参
考
予
測
手
法
を

踏
ま
え
る
ほ
か
、
次
に
掲
げ
る
予
測
の
手
法
に
関
す
る
事
項
に
つ
い
て
、

そ
れ
ぞ
れ
当
該
事
項
に
定
め
る
も
の
を
、
選
定
し
た
評
価
項
目
の
特
性
、

事
業
特
性
及
び
地
域
特
性
を
踏
ま
え
、
評
価
に
お
い
て
必
要
な
水
準
が
確

保
さ
れ
る
よ
う
選
定
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

(
1
)
予
測
の
基
本
的
な
手
法

環
境
の
状
況
の
変
化
又
は
負
荷
の
量
を
、

理
論
に
基
づ
く
計
算
、
模
型
に
よ
る
実
験
、
事
例
の
引
用
又
は
解
析
そ

の
他
の
手
法
に
よ
り
、
定
量
的
に
把
握
す
る
方
法

(
2
)
予
測
の
対
象
と
な
る
地
域
（
以
下
「
予
測
地
域
」
と
い
う
。
）

調

査
地
域
の
う
ち
か
ら
適
切
に
選
定
さ
れ
た
地
域

(
3
)
予
測
に
当
た
り
一
定
の
地
点
に
関
す
る
情
報
を
重
点
的
に
把
握
す
る

こ
と
と
す
る
場
合
に
お
け
る
当
該
地
点
（
別
表
第
２
に
お
い
て
「
予
測
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地
点
」
と
い
う
。
）

選
定
し
た
評
価
項
目
の
特
性
に
応
じ
て
保
全
す

べ
き
対
象
の
状
況
を
踏
ま
え
、
地
域
を
代
表
す
る
地
点
、
特
に
環
境
影

響
を
受
け
る
お
そ
れ
が
あ
る
地
点
、
保
全
す
べ
き
対
象
へ
の
環
境
影
響

を
的
確
に
把
握
で
き
る
地
点
そ
の
他
の
予
測
に
適
切
か
つ
効
果
的
な
地

点

(
4
)
予
測
の
対
象
と
な
る
時
期
、
期
間
又
は
時
間
帯
（
別
表
第
２
に
お
い

て
「
予
測
対
象
時
期
等
」
と
い
う
。
）

供
用
開
始
後
定
常
状
態
と
な

る
時
期
及
び
影
響
が
最
大
と
な
る
時
期
（
最
大
に
な
る
時
期
を
設
定
す

る
こ
と
が
で
き
る
場
合
に
限
る
。
）
、
工
事
の
実
施
に
よ
る
環
境
影
響

が
最
大
と
な
る
時
期
そ
の
他
の
予
測
に
適
切
か
つ
効
果
的
な
時
期
、
期

間
又
は
時
間
帯

３
法
令
等
に
よ
り
予
測
手
法
が
定
め
ら
れ
て
い
る
場
合
は
、
当
該
法
令
等

に
定
め
ら
れ
た
予
測
手
法
を
踏
ま
え
、
適
切
な
予
測
手
法
を
選
定
す
る
も

の
と
す
る
。

４
予
測
の
基
本
的
な
手
法
に
つ
い
て
は
、
定
量
的
に
行
う
こ
と
と
し
、
こ

れ
が
困
難
な
場
合
は
定
性
的
に
把
握
す
る
手
法
を
選
定
す
る
も
の
と
す
る

。

な
お
、
環
境
に
関
す
る
評
価
項
目
の
予
測
は
、
次
に
掲
げ
る
事
項
を
踏

ま
え
て
行
う
も
の
と
す
る
。

(
1
)
別
表
第
１
中
「
環
境
の
自
然
的
構
成
要
素
の
良
好
な
状
態
の
保
持
」

に
区
分
さ
れ
る
評
価
項
目
に
つ
い
て
は
、
汚
染
物
質
等
に
よ
る
環
境
要

素
の
汚
染
又
は
評
価
項
目
に
係
る
環
境
の
状
態
の
変
化
の
程
度
及
び
広

が
り
に
関
し
、
こ
れ
ら
が
人
の
健
康
、
生
活
環
境
又
は
自
然
環
境
に
及

ぼ
す
影
響
を
予
測
す
る
も
の
と
す
る
。
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(
2
)
別
表
第
１
中
「
生
物
の
多
様
性
の
確
保
及
び
自
然
環
境
の
体
系
的
保

全
」
に
区
分
さ
れ
る
評
価
項
目
に
つ
い
て
は
、
地
域
の
実
態
を
十
分
踏

ま
え
る
も
の
と
し
、
こ
の
う
ち
、
「
植
物
」
及
び
「
動
物
」
に
つ
い
て

は
、
学
術
上
又
は
希
少
性
の
観
点
か
ら
の
重
要
種
の
分
布
状
況
、
生
育

状
況
又
は
生
息
状
況
及
び
動
物
の
集
団
繁
殖
地
並
び
に
重
要
な
群
落
の

分
布
状
況
そ
の
他
の
注
目
す
べ
き
生
息
地
の
分
布
状
況
に
つ
い
て
、
こ

れ
ら
に
対
す
る
影
響
の
程
度
を
予
測
す
る
も
の
と
し
、
「
生
態
系
」
に

つ
い
て
は
、
生
態
系
の
上
位
に
位
置
す
る
と
い
う
上
位
性
、
当
該
生
態

系
の
特
徴
を
よ
く
表
す
と
い
う
典
型
性
及
び
特
殊
な
環
境
を
指
標
す
る

と
い
う
特
殊
性
の
視
点
か
ら
注
目
さ
れ
る
生
物
種
等
を
複
数
選
び
、
こ

れ
ら
の
生
態
、
他
の
生
物
種
と
の
相
互
関
係
及
び
生
息
・
生
育
環
境
の

状
態
に
対
す
る
影
響
を
把
握
す
る
方
法
そ
の
他
の
適
切
に
生
態
系
へ
の

影
響
を
把
握
す
る
方
法
に
よ
り
予
測
す
る
も
の
と
す
る
。

(
3
)
別
表
第
１
中
「
人
と
自
然
と
の
豊
か
な
触
れ
合
い
」
に
区
分
さ
れ
る

評
価
項
目
の
う
ち
、
「
景
観
」
に
つ
い
て
は
、
眺
望
景
観
及
び
景
観
資

源
に
関
し
、
眺
望
さ
れ
る
状
態
及
び
景
観
資
源
の
分
布
状
況
に
対
す
る

影
響
の
程
度
を
予
測
す
る
も
の
と
し
、
「
触
れ
合
い
活
動
の
場
」
に
つ

い
て
は
、
野
外
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
及
び
地
域
住
民
等
の
日
常
的
な
自

然
と
の
触
れ
合
い
活
動
に
関
し
、
そ
れ
ら
の
活
動
が
一
般
的
に
行
わ
れ

る
施
設
又
は
場
の
状
態
及
び
利
用
の
状
況
に
対
す
る
影
響
の
程
度
を
予

測
す
る
も
の
と
す
る
。

(
4
)
別
表
第
１
中
「
環
境
へ
の
負
荷
」
に
区
分
さ
れ
る
評
価
項
目
の
う
ち

、
「
廃
棄
物
等
」
に
つ
い
て
は
、
発
生
量
、
最
終
処
分
量
そ
の
他
の
環

境
へ
の
負
荷
の
程
度
を
、
「
温
室
効
果
ガ
ス
等
」
等
に
つ
い
て
は
、
発
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生
量
そ
の
他
の
環
境
へ
の
負
荷
の
程
度
を
把
握
す
る
こ
と
に
よ
り
予
測

す
る
も
の
と
す
る
。

５
予
測
対
象
時
期
等
に
つ
い
て
は
、
工
事
が
完
了
し
た
後
の
土
地
若
し
く

は
工
作
物
の
供
用
開
始
後
定
常
状
態
に
至
る
ま
で
に
長
期
間
を
要
す
る
場

合
、
予
測
の
前
提
条
件
が
予
測
の
対
象
と
な
る
期
間
内
で
大
き
く
変
化
す

る
場
合
又
は
対
象
事
業
に
係
る
工
事
が
完
了
す
る
前
の
土
地
若
し
く
は
工

作
物
に
つ
い
て
供
用
さ
れ
る
こ
と
が
予
定
さ
れ
て
い
る
場
合
に
あ
っ
て
は

、
必
要
に
応
じ
中
間
的
な
時
期
を
対
象
と
す
る
予
測
も
行
う
も
の
と
す
る

。

６
事
業
者
等
は
、
予
測
手
法
の
特
徴
及
び
そ
の
適
用
範
囲
、
予
測
地
域
の

設
定
根
拠
、
予
測
の
前
提
と
な
る
条
件
、
予
測
に
用
い
た
原
単
位
及
び
係

数
そ
の
他
の
予
測
に
関
す
る
事
項
に
つ
い
て
、
選
定
し
た
評
価
項
目
の
特

性
、
事
業
特
性
及
び
地
域
特
性
に
照
ら
し
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
内
容
及
び
妥

当
性
を
予
測
結
果
と
の
関
係
と
併
せ
て
明
ら
か
に
で
き
る
よ
う
に
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。

７
事
業
者
等
は
、
対
象
事
業
以
外
の
事
業
活
動
そ
の
他
の
地
域
の
環
境
を

変
化
さ
せ
る
要
因
に
よ
り
も
た
ら
さ
れ
る
当
該
地
域
の
将
来
の
環
境
の
状

況
（
将
来
の
環
境
の
状
況
の
推
定
が
困
難
な
場
合
及
び
現
在
の
環
境
状
況

を
勘
案
す
る
こ
と
が
よ
り
適
切
な
場
合
に
あ
っ
て
は
現
在
の
環
境
状
況
）

を
明
ら
か
に
で
き
る
よ
う
に
整
理
し
、
こ
れ
を
勘
案
し
て
予
測
を
行
わ
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
将
来
の
環
境
状
況
は
、
関
係

す
る
行
政
機
関
が
有
す
る
情
報
を
収
集
し
て
推
定
す
る
と
と
も
に
、
国
等

が
実
施
す
る
施
策
の
効
果
を
見
込
む
場
合
は
、
当
該
施
策
の
内
容
を
明
ら

か
に
で
き
る
よ
う
に
整
理
す
る
も
の
と
す
る
。

�

�

�

�

�

�
�
�

�
�
�
�
�

�

�
	



�
�


�
�
�
�
�

��



８
事
業
者
等
は
、
対
象
事
業
に
新
規
の
手
法
を
用
い
る
場
合
そ
の
他
の
環

境
影
響
の
予
測
に
関
す
る
知
見
が
十
分
に
蓄
積
さ
れ
て
い
な
い
場
合
に
お

い
て
、
予
測
の
不
確
実
性
の
程
度
及
び
不
確
実
性
に
係
る
環
境
影
響
の
程

度
を
勘
案
し
て
必
要
と
認
め
る
と
き
は
、
当
該
不
確
実
性
の
内
容
を
明
ら

か
に
で
き
る
よ
う
に
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
必

要
に
応
じ
予
測
の
前
提
条
件
を
変
化
さ
せ
て
得
ら
れ
る
そ
れ
ぞ
れ
の
予
測

結
果
の
ば
ら
つ
き
の
程
度
に
よ
り
、
予
測
の
不
確
実
性
の
程
度
を
把
握
す

る
も
の
と
す
る
。

９
工
事
の
内
容
、
施
設
等
の
配
置
等
の
事
業
計
画
の
詳
細
な
内
容
が
確
定

し
て
い
な
い
場
合
に
あ
っ
て
は
、
標
準
的
な
工
法
、
想
定
し
て
い
る
事
業

特
性
で
予
測
を
行
う
よ
う
努
め
る
も
の
と
す
る
。

1
0
計
画
策
定
時
の
環
境
保
全
対
策
を
策
定
し
て
い
る
場
合
は
、
そ
の
対
策

の
確
実
性
を
再
度
検
討
し
た
上
で
、
そ
の
対
策
の
効
果
を
考
慮
に
入
れ
て

予
測
を
行
う
こ
と
が
で
き
る
も
の
と
す
る
。

1
1
事
業
者
等
は
、
予
測
手
法
の
選
定
に
当
た
っ
て
は
、
必
要
に
応
じ
専
門

家
等
の
助
言
を
受
け
る
も
の
と
す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
助
言
を
受

け
た
と
き
は
、
そ
の
内
容
及
び
当
該
専
門
家
等
の
専
門
分
野
を
明
ら
か
に

で
き
る
よ
う
に
整
理
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

1
2
事
業
者
等
は
、
評
価
を
行
う
過
程
に
お
い
て
、
新
た
な
事
情
が
生
じ
た

と
き
は
、
必
要
に
応
じ
て
予
測
手
法
を
見
直
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

1
3
事
業
者
等
は
、
予
測
手
法
選
定
の
検
討
結
果
及
び
選
定
し
た
理
由
を
明

ら
か
に
で
き
る
よ
う
に
整
理
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

第
９

評
価
手
法
の
選
定

事
業
者
等
は
、
条
例
第
８
条
の
規
定
に
よ
り
調
査
計
画
書
に
記
載
す
る
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評
価
の
手
法
の
選
定
に
当
た
っ
て
は
、
次
に
掲
げ
る
事
項
に
留
意
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。

(
1
)
調
査
及
び
予
測
の
結
果
並
び
に
環
境
保
全
対
策
の
検
討
を
行
っ
た
場

合
に
お
い
て
は
、
そ
の
結
果
を
踏
ま
え
、
対
象
事
業
の
実
施
に
よ
る
環

境
影
響
が
事
業
者
等
に
よ
り
実
行
可
能
な
範
囲
内
で
で
き
る
限
り
回
避

さ
れ
、
又
は
低
減
さ
れ
て
お
り
、
必
要
に
応
じ
そ
の
他
の
方
法
に
よ
り

環
境
保
全
に
つ
い
て
の
配
慮
が
適
性
に
な
さ
れ
て
い
る
か
い
る
か
ど
う

か
を
検
討
す
る
こ
と
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
評
価
に
係
る
根
拠
及
び

検
討
の
経
緯
を
明
ら
か
に
で
き
る
よ
う
に
す
る
こ
と
。

(
2
)
環
境
保
全
の
観
点
か
ら
の
国
、
県
及
び
市
町
村
の
基
準
又
は
目
標
が

示
さ
れ
て
い
る
場
合
は
、
当
該
基
準
又
は
目
標
に
照
ら
す
こ
と
と
す
る

考
え
方
を
明
ら
か
に
す
る
と
と
も
に
、
当
該
基
準
又
は
目
標
と
整
合
が

図
ら
れ
て
い
る
か
ど
う
か
を
検
討
す
る
こ
と
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、

工
事
の
実
施
に
当
た
っ
て
長
期
間
に
わ
た
り
影
響
を
受
け
る
お
そ
れ
の

あ
る
環
境
要
素
で
あ
っ
て
、
当
該
環
境
要
素
に
係
る
環
境
基
準
が
定
め

ら
れ
て
い
る
も
の
に
つ
い
て
は
、
当
該
環
境
基
準
と
調
査
及
び
予
測
の

結
果
と
の
間
に
整
合
が
図
ら
れ
て
い
る
か
ど
う
か
を
検
討
す
る
こ
と
。

(
3
)
事
業
者
等
以
外
の
者
が
行
う
環
境
保
全
対
策
の
効
果
を
見
込
む
場
合

に
は
、
当
該
対
策
の
内
容
を
明
ら
か
に
で
き
る
よ
う
に
す
る
こ
と
。

第
1
0
調
査
計
画
書
の
作
成

１
調
査
計
画
書
の
記
載
事
項
に
つ
い
て
は
、
条
例
第
８
条
及
び
福
岡
県
環

境
影
響
評
価
条
例
施
行
規
則
（
平
成
1
1
年
福
岡
県
規
則
第
4
7
号
。
以
下
「

施
行
規
則
」
と
い
う
。
）
に
定
め
る
ほ
か
、
次
の
と
お
り
と
す
る
。

(
1
)
事
業
者
等
の
氏
名
及
び
住
所
に
つ
い
て
は
、
都
市
計
画
決
定
権
者
が
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調
査
計
画
書
を
作
成
す
る
場
合
に
は
、
予
定
さ
れ
る
事
業
者
名
も
併
せ

て
記
載
す
る
こ
と
。

(
2
)
対
象
事
業
の
目
的
に
つ
い
て
は
、
事
業
の
背
景
、
経
緯
及
び
必
要
性

に
つ
い
て
も
で
き
る
限
り
記
載
す
る
こ
と
。

(
3
)
対
象
事
業
の
内
容
に
つ
い
て
は
、
次
の
事
項
を
記
載
す
る
こ
と
。

ア
事
業
実
施
区
域
（
お
お
む
ね
２
万
５
千
分
の
１
程
度
の
図
面
上
に

示
す
。
）

イ
対
象
事
業
の
規
模

ウ
工
事
計
画
の
概
要

エ
施
設
等
の
概
要
（
規
模
、
配
置
、
構
造
等
を
示
す
。
）

オ
そ
の
他
事
業
の
内
容
を
示
す
事
項
（
具
体
的
に
示
す
こ
と
が
で
き

る
も
の
に
限
る
。
）

(
ｱ
)
計
画
地
域
の
詳
細
（
計
画
地
域
の
境
界
が
記
入
さ
れ
た
図
面
に

よ
り
示
す
。
）

(
ｲ
)
土
地
の
利
用
に
関
す
る
事
項

(
ｳ
)
供
用
開
始
後
の
定
常
状
態
に
お
け
る
燃
料
使
用
量
、
給
排
水
、

施
設
の
維
持
管
理
方
法
そ
の
他
の
操
業
に
関
す
る
事
項

(
ｴ
)
工
事
の
工
法
の
概
要

(
ｵ
)
切
土
及
び
盛
土
の
状
況
（
平
面
図
及
び
断
面
図
に
よ
り
示
す
。

）

(
ｶ
)
工
事
に
伴
う
土
石
の
処
理
及
び
採
取
に
関
す
る
事
項

(
ｷ
）
事
業
の
実
施
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
（
工
事
期
間
、
工
程
等
を
示
す
。

）

(
ｸ
)
Ｃ
Ｏ

２
の
発
生
抑
制
や
再
生
資
源
の
利
用
な
ど
、
事
業
実
施
に
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当
た
っ
て
配
慮
し
て
い
る
事
項

(
ｹ
)
そ
の
他
環
境
影
響
評
価
を
行
う
に
当
た
っ
て
必
要
な
事
項

(
4
)
対
象
事
業
が
実
施
さ
れ
る
予
定
の
区
域
及
び
そ
の
周
囲
の
概
況
に
つ

い
て
は
、
入
手
可
能
な
最
新
の
文
献
そ
の
他
の
資
料
及
び
知
見
を
有
す

る
者
か
ら
の
聴
取
又
は
現
地
調
査
に
よ
る
確
認
に
よ
り
把
握
し
た
結
果

（
当
該
資
料
等
の
出
自
を
含
む
。
）
を
次
の
項
目
ご
と
に
記
載
す
る
こ

と
。

ア
自
然
的
状
況

イ
社
会
的
状
況

(
5
)
対
象
事
業
に
係
る
環
境
影
響
評
価
の
項
目
並
び
に
調
査
、
予
測
及
び

評
価
の
手
法
に
つ
い
て
は
、
次
の
区
分
に
応
じ
て
記
載
す
る
と
と
も
に

、
選
定
に
当
た
っ
て
、
専
門
家
等
の
助
言
を
受
け
た
場
合
は
、
そ
の
内

容
及
び
当
該
専
門
家
の
専
門
分
野
も
併
せ
て
記
載
す
る
こ
と
。

ま
た
、
必
要
に
応
じ
て
調
査
地
点
な
ど
を
示
す
図
面
等
を
添
付
す
る

こ
と
。

ア
評
価
項
目
及
び
そ
の
選
定
理
由

イ
調
査
、
予
測
及
び
評
価
の
手
法
並
び
に
そ
れ
ら
の
選
定
理
由

２
調
査
計
画
書
の
作
成
に
当
た
っ
て
は
、
第
３
か
ら
第
９
ま
で
に
示
し
た

も
の
の
ほ
か
、
次
の
こ
と
に
留
意
す
る
も
の
と
す
る
。

(
1
)
２
以
上
の
対
象
事
業
に
つ
い
て
併
せ
て
調
査
計
画
書
を
作
成
し
た
場

合
に
あ
っ
て
は
、
そ
の
旨
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
。

(
2
)
用
紙
の
規
格
は
、
原
則
と
し
て
日
本
工
業
規
格
Ａ
列
４
番
に
よ
る
こ

と
。

第
1
1
評
価
項
目
及
び
環
境
影
響
評
価
の
手
法
の
選
定
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条
例
第
1
4
条
の
規
定
に
基
づ
く
環
境
影
響
評
価
の
項
目
並
び
に
調
査
、

予
測
及
び
評
価
の
手
法
の
選
定
は
、
事
業
特
性
及
び
地
域
特
性
に
関
す
る

情
報
を
踏
ま
え
、
条
例
第
1
1
条
第
１
項
及
び
第
1
3
条
の
規
定
に
よ
り
述
べ

ら
れ
た
意
見
を
勘
案
し
、
調
査
計
画
書
に
記
載
し
た
評
価
項
目
並
び
に
調

査
、
予
測
及
び
評
価
の
手
法
に
検
討
を
加
え
、
第
３
か
ら
第
９
を
踏
ま
え

て
客
観
的
か
つ
科
学
的
に
行
う
も
の
と
す
る
。

第
1
2
調
査
及
び
予
測
の
実
施

事
業
者
等
は
、
条
例
第
1
5
条
の
規
定
に
よ
る
環
境
影
響
評
価
の
実
施
中

に
新
た
な
事
実
が
判
明
し
た
場
合
等
に
は
、
必
要
に
応
じ
評
価
項
目
、
調

査
手
法
又
は
予
測
手
法
の
見
直
し
を
行
う
も
の
と
す
る
。

第
1
3
環
境
保
全
対
策
の
検
討
及
び
評
価
の
実
施

１
事
業
者
等
は
、
予
測
の
結
果
を
踏
ま
え
、
次
の
点
に
留
意
し
て
環
境
保

全
対
策
を
検
討
す
る
も
の
と
す
る
。

(
1
)
環
境
保
全
対
策
は
、
事
業
者
等
に
よ
り
実
行
可
能
な
範
囲
内
で
環
境

影
響
を
で
き
る
限
り
回
避
し
、
又
は
低
減
す
る
こ
と
。
ま
た
各
種
の
環

境
の
保
全
の
観
点
か
ら
の
基
準
又
は
目
標
の
達
成
を
図
る
も
の
で
あ
る

こ
と
。

(
2
)
環
境
保
全
対
策
と
し
て
は
、
環
境
影
響
の
回
避
又
は
低
減
を
ま
ず
検

討
し
、
そ
の
結
果
を
踏
ま
え
て
必
要
に
応
じ
代
償
措
置
を
検
討
す
る
こ

と
。 な
お
、
代
償
措
置
を
講
じ
る
場
合
は
、
回
避
又
は
低
減
が
困
難
で
あ

る
理
由
を
整
理
し
た
上
で
、
損
な
わ
れ
る
環
境
と
創
出
さ
れ
る
環
境
に

つ
い
て
比
較
検
討
す
る
と
と
も
に
、
当
該
代
償
措
置
の
効
果
の
根
拠
及

び
実
施
が
可
能
と
判
断
し
た
根
拠
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
。
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(
3
)
環
境
保
全
対
策
に
つ
い
て
は
、
原
則
と
し
て
、
複
数
の
案
を
比
較
検

討
し
、
実
行
可
能
な
範
囲
で
環
境
影
響
を
回
避
し
、
又
は
最
も
低
減
す

る
技
術
が
取
り
入
れ
ら
れ
て
い
る
か
、
地
域
の
実
情
を
踏
ま
え
た
も
の

と
な
っ
て
い
る
か
等
の
検
討
を
通
じ
て
、
そ
の
妥
当
性
を
検
証
す
る
こ

と
。

２
事
業
者
等
は
、
１
で
検
討
し
た
環
境
保
全
対
策
の
内
容
を
踏
ま
え
、
環

境
影
響
の
評
価
を
評
価
項
目
ご
と
に
行
い
、
他
の
項
目
へ
の
影
響
に
つ
い

て
も
必
要
に
応
じ
可
能
な
範
囲
で
検
討
す
る
こ
と
等
に
よ
り
、
総
合
的
な

評
価
を
実
施
す
る
も
の
と
す
る
。

３
環
境
保
全
対
策
に
つ
い
て
、
次
の
事
項
を
明
ら
か
に
で
き
る
よ
う
に
整

理
す
る
も
の
と
す
る
。

(
1
)
環
境
保
全
対
策
の
実
施
主
体
、
実
施
方
法
、
実
施
の
効
果
、
効
果
の

不
確
実
性
の
程
度
、
対
策
の
実
施
に
よ
っ
て
生
じ
る
お
そ
れ
の
あ
る
環

境
へ
の
影
響
等
。

(
2
)
計
画
策
定
時
の
環
境
保
全
対
策
と
環
境
影
響
評
価
を
行
っ
た
際
に
検

討
し
た
対
策
な
ど
、
検
討
を
行
っ
た
段
階
ご
と
の
環
境
保
全
対
策
の
具

体
的
な
内
容
。

第
1
4
関
係
地
域
の
設
定

１
事
業
者
等
は
、
環
境
影
響
評
価
の
結
果
並
び
に
市
町
村
長
の
意
見
及
び

住
民
等
の
意
見
を
踏
ま
え
て
、
条
例
第
1
7
条
に
規
定
す
る
関
係
地
域
を
適

切
に
設
定
す
る
も
の
と
す
る
。

２
関
係
地
域
は
、
事
業
実
施
区
域
及
び
環
境
影
響
評
価
の
結
果
１
以
上
の

評
価
項
目
に
係
る
環
境
影
響
を
受
け
る
お
そ
れ
が
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
地

域
と
す
る
。
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３
関
係
地
域
を
評
価
書
案
等
に
示
す
際
は
、
図
面
等
を
活
用
す
る
も
の
と

す
る
。

第
1
5
事
後
調
査
の
検
討

１
条
例
第
1
6
条
に
規
定
す
る
事
後
調
査
を
行
う
必
要
が
あ
る
場
合
は
、
次

の
い
ず
れ
か
に
該
当
し
、
環
境
影
響
の
程
度
が
著
し
い
も
の
と
な
る
お
そ

れ
が
あ
る
場
合
と
す
る
。

(
1
)
予
測
の
不
確
実
性
の
程
度
が
大
き
い
選
定
項
目
に
つ
い
て
環
境
保
全

対
策
を
講
ず
る
場
合

(
2
)
効
果
に
係
る
知
見
が
不
十
分
な
環
境
保
全
対
策
を
講
ず
る
場
合

(
3
)
工
事
の
実
施
中
及
び
土
地
又
は
工
作
物
の
供
用
開
始
後
に
お
い
て
環

境
保
全
対
策
の
内
容
を
よ
り
詳
細
に
す
る
場
合

(
4
)
代
償
措
置
を
講
ず
る
場
合
で
あ
っ
て
、
当
該
代
償
措
置
に
よ
る
効
果

の
不
確
実
性
の
程
度
及
び
当
該
代
償
措
置
に
係
る
知
見
の
充
実
の
程
度

を
踏
ま
え
、
事
後
調
査
が
必
要
で
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
場
合

２
事
後
調
査
を
行
う
項
目
は
、
事
後
調
査
の
必
要
性
、
事
業
特
性
及
び
地

域
特
性
に
応
じ
適
切
な
項
目
を
選
定
す
る
も
の
と
す
る
。

３
事
後
調
査
の
手
法
は
、
事
後
調
査
を
行
う
項
目
の
特
性
、
事
業
特
性
及

び
地
域
特
性
に
応
じ
適
切
な
手
法
を
選
定
す
る
と
と
も
に
、
事
後
調
査
結

果
と
予
測
結
果
の
比
較
検
討
が
で
き
る
よ
う
に
選
定
す
る
も
の
と
す
る
。

４
事
後
調
査
は
、
環
境
へ
の
影
響
の
少
な
い
手
法
に
よ
り
行
う
も
の
と
す

る
。

５
事
後
調
査
の
項
目
及
び
手
法
の
選
定
に
当
た
っ
て
は
、
次
に
掲
げ
る
事

項
を
で
き
る
限
り
明
ら
か
に
す
る
よ
う
努
め
る
も
の
と
す
る
。

(
1
)
事
後
調
査
を
行
う
こ
と
と
し
た
理
由
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(
2
)
事
後
調
査
の
項
目
及
び
手
法

(
3
)
事
後
調
査
の
結
果
に
よ
り
環
境
影
響
が
著
し
い
こ
と
が
明
ら
か
に
な

っ
た
場
合
の
対
応
の
方
針

(
4
)
事
後
調
査
結
果
を
公
表
す
る
場
合
は
そ
の
方
法

(
5
)
行
政
機
関
等
が
行
っ
て
い
る
環
境
監
視
等
の
事
業
者
等
以
外
の
者
が

行
う
環
境
監
視
を
活
用
す
る
場
合
に
あ
っ
て
は
、
そ
の
監
視
の
内
容
及

び
監
視
主
体
へ
の
協
力
要
請
方
法

(
6
)
事
業
者
等
以
外
の
者
が
事
後
調
査
の
実
施
主
体
と
な
る
場
合
に
あ
っ

て
は
、
当
該
実
施
主
体
の
氏
名
（
法
人
に
あ
っ
て
は
、
そ
の
名
称
）
並

び
に
当
該
実
施
主
体
と
の
協
力
又
は
当
該
主
体
へ
の
要
請
の
方
法
及
び

内
容

(
7
)
そ
の
他
事
後
調
査
の
実
施
に
関
す
る
事
項

第
1
6
評
価
書
案
の
作
成

１
評
価
書
案
の
記
載
事
項
に
つ
い
て
は
、
条
例
第
1
6
条
及
び
施
行
規
則
に

定
め
る
ほ
か
、
次
の
と
お
り
と
す
る
。

(
1
)
事
業
者
等
の
氏
名
及
び
住
所
に
つ
い
て
は
、
都
市
計
画
決
定
権
者
が

評
価
書
案
を
作
成
す
る
場
合
に
は
、
予
定
さ
れ
る
事
業
者
名
も
併
せ
て

記
載
す
る
こ
と
。

(
2
)
調
査
計
画
書
に
つ
い
て
の
住
民
等
の
意
見
の
概
要
は
、
意
見
を
評
価

項
目
、
意
見
の
内
容
等
に
よ
っ
て
分
類
し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
分
類
ご
と
に

ま
と
め
る
こ
と
。

(
3
)
調
査
計
画
書
に
対
す
る
意
見
に
つ
い
て
の
事
業
者
等
の
見
解
に
お
い

て
は
、
(
2
)
で
ま
と
め
た
概
要
そ
れ
ぞ
れ
に
つ
い
て
見
解
を
明
ら
か
に

す
る
こ
と
。
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(
4
)
環
境
影
響
評
価
の
項
目
並
び
に
調
査
、
予
測
及
び
評
価
の
手
法
に
つ

い
て
は
、
そ
の
選
定
理
由
も
併
せ
て
記
載
す
る
と
と
も
に
、
選
定
に
当

た
っ
て
専
門
家
等
の
助
言
を
受
け
た
場
合
は
、
そ
の
内
容
及
び
当
該
専

門
家
の
専
門
分
野
も
併
せ
て
記
載
す
る
こ
と
。

(
5
)
環
境
影
響
評
価
の
結
果
に
つ
い
て
は
、
次
の
区
分
に
応
じ
て
記
載
す

る
こ
と
。

ア
評
価
項
目
ご
と
の
調
査
結
果
の
概
要
、
予
測
結
果
（
環
境
影
響
の

内
容
及
び
程
度
が
明
ら
か
と
な
ら
な
か
っ
た
も
の
を
含
む
。
）
、
環

境
保
全
対
策
（
当
該
対
策
を
講
じ
る
こ
と
と
す
る
に
至
っ
た
検
討
の

経
緯
、
内
容
を
含
む
。
）
の
内
容
及
び
評
価
の
結
果

イ
総
合
的
な
評
価

(
6
)
(
5
)
の
環
境
影
響
評
価
結
果
の
記
載
に
当
た
っ
て
は
、
次
の
事
項
に

留
意
す
る
こ
と
。

ア
調
査
結
果
の
概
要
に
つ
い
て
は
、
第
７

調
査
手
法
の
選
定
の
８

及
び
９
に
お
い
て
、
明
ら
か
に
、
あ
る
い
は
比
較
で
き
る
よ
う
に
し

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
さ
れ
た
事
項
の
概
要
を
併
せ
て
記
載
す
る
こ

と
。

イ
予
測
結
果
に
つ
い
て
は
、
第
８

予
測
手
法
の
選
定
の
６
、
７
及

び
８
に
お
い
て
、
明
ら
か
に
で
き
る
よ
う
に
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

と
さ
れ
た
事
項
、
あ
る
い
は
明
ら
か
に
で
き
る
よ
う
に
整
理
す
る
も

の
と
さ
れ
た
事
項
の
概
要
も
併
せ
て
記
載
す
る
こ
と
。

ウ
環
境
保
全
対
策
の
内
容
に
つ
い
て
は
、
第
1
3
環
境
保
全
対
策
の

検
討
及
び
評
価
の
実
施
の
１
に
お
け
る
検
討
状
況
、
検
証
の
結
果
及

び
同
３
に
お
い
て
、
明
ら
か
に
で
き
る
よ
う
に
整
理
す
る
も
の
と
さ
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れ
た
事
項
を
記
載
す
る
こ
と
。

エ
評
価
の
結
果
に
つ
い
て
は
、
第
９

評
価
手
法
の
選
定
に
お
い
て

明
ら
か
に
で
き
る
よ
う
に
留
意
す
る
も
の
と
さ
れ
た
事
項
の
概
要
も

併
せ
て
記
載
す
る
こ
と
。

オ
総
合
的
な
評
価
に
つ
い
て
は
、
調
査
の
結
果
の
概
要
、
予
測
結
果

、
環
境
保
全
対
策
の
内
容
の
概
要
が
一
覧
で
き
る
よ
う
に
記
載
す
る

こ
と
。

(
7
)
事
後
調
査
の
手
法
は
、
調
査
項
目
、
調
査
手
法
、
調
査
期
間
等
及
び

事
後
調
査
を
行
う
理
由
を
一
覧
表
に
し
て
示
す
と
と
も
に
、
第
1
5
事

後
調
査
の
検
討
５
に
お
い
て
明
ら
か
と
さ
れ
た
事
項
を
記
載
す
る
こ
と

。

(
8
)
事
後
調
査
を
行
う
者
の
氏
名
及
び
住
所
に
つ
い
て
は
、
事
後
調
査
の

全
部
又
は
一
部
を
他
の
者
に
委
託
し
て
行
う
場
合
に
は
、
受
託
者
の
氏

名
及
び
住
所
も
併
せ
て
記
載
す
る
こ
と
。

(
9
)
予
測
の
考
え
方
に
つ
い
て
は
、
数
値
、
係
数
等
の
基
礎
デ
ー
タ
を
用

い
て
、
そ
の
概
要
を
明
示
す
る
こ
と
。

２
評
価
書
案
の
作
成
に
当
た
っ
て
は
、
第
３
か
ら
第
1
5
ま
で
に
示
し
た
も

の
の
ほ
か
、
次
の
こ
と
に
留
意
す
る
も
の
と
す
る
。

(
1
)
住
民
等
の
意
見
の
概
要
を
作
成
す
る
に
当
た
っ
て
、
個
人
が
特
定
で

き
な
い
よ
う
配
慮
す
る
こ
と
。

(
2
)
環
境
影
響
評
価
を
行
う
過
程
で
調
査
計
画
書
に
記
載
し
た
内
容
に
つ

い
て
修
正
を
行
っ
た
場
合
は
、
そ
の
内
容
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
。

(
3
)
２
以
上
の
対
象
事
業
に
つ
い
て
併
せ
て
評
価
書
案
を
作
成
し
た
場
合

に
あ
っ
て
は
、
そ
の
旨
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
。
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(
4
)
用
紙
の
規
格
は
、
原
則
と
し
て
日
本
工
業
規
格
Ａ
列
４
番
に
よ
る
こ

と
。

第
1
7
評
価
書
の
作
成

１
条
例
第
2
3
条
第
２
項
の
評
価
書
の
記
載
事
項
に
つ
い
て
は
、
同
条
に
定

め
る
ほ
か
、
次
の
と
お
り
と
す
る
。

(
1
)
評
価
書
案
に
つ
い
て
の
住
民
等
の
意
見
の
概
要
は
、
意
見
を
評
価
項

目
、
意
見
の
内
容
等
に
よ
っ
て
分
類
し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
分
類
ご
と
に
ま

と
め
る
こ
と
。

(
2
)
評
価
書
案
に
対
す
る
意
見
に
つ
い
て
の
事
業
者
の
見
解
に
お
い
て
は

、
(
1
)
で
ま
と
め
た
概
要
そ
れ
ぞ
れ
に
つ
い
て
見
解
を
明
ら
か
に
す
る

こ
と
。

２
評
価
書
の
作
成
に
当
た
っ
て
は
、
第
３
か
ら
第
1
6
ま
で
に
示
し
た
も
の

の
ほ
か
、
次
の
こ
と
に
留
意
す
る
も
の
と
す
る
。

(
1
)
評
価
書
案
に
記
載
し
た
事
項
を
修
正
し
た
場
合
に
あ
っ
て
は
、
そ
の

内
容
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
。

(
2
)
事
業
者
等
以
外
の
者
に
よ
る
評
価
書
の
利
用
に
つ
い
て
、
事
業
者
の

見
解
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
。

(
3
)
２
以
上
の
対
象
事
業
に
つ
い
て
併
せ
て
評
価
書
を
作
成
し
た
場
合
に

あ
っ
て
は
、
そ
の
旨
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
。

(
4
)
用
紙
の
規
格
は
、
原
則
と
し
て
日
本
工
業
規
格
Ａ
列
４
番
に
よ
る
こ

と
。

第
1
8
評
価
書
の
補
正

条
例
第
2
6
条
第
１
項
第
２
号
又
は
第
２
項
の
規
定
に
基
づ
く
評
価
書
の

補
正
を
行
っ
た
場
合
に
あ
っ
て
は
、
そ
の
内
容
を
補
正
後
の
評
価
書
に
お
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い
て
明
ら
か
に
す
る
も
の
と
す
る
。

第
1
9
事
後
調
査
の
結
果
を
記
載
し
た
書
類

条
例
第
3
5
条
第
１
項
の
事
後
調
査
の
結
果
を
記
載
し
た
書
類
の
記
載
事

項
に
つ
い
て
は
、
施
行
規
則
で
定
め
る
ほ
か
、
次
の
と
お
り
と
す
る
。

(
1
)
対
象
事
業
の
実
施
状
況
に
つ
い
て
は
、
工
事
の
施
工
状
況
等
を
記
載

す
る
こ
と
。

(
2
)
対
象
事
業
に
係
る
土
地
又
は
工
作
物
の
供
用
の
状
況
に
つ
い
て
は
、

施
設
等
の
稼
働
状
況
等
を
記
載
す
る
こ
と
。

附
則

（
施
行
期
日
）

１
こ
の
指
針
は
、
告
示
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

（
経
過
措
置
）

２
事
業
者
等
が
こ
の
指
針
の
施
行
の
日
前
に
条
例
第
1
0
条
の
規
定
に
基
づ
く

調
査
計
画
書
の
公
告
を
行
っ
て
い
る
対
象
事
業
に
つ
い
て
は
、
こ
の
告
示
に

よ
る
改
正
後
の
福
岡
県
環
境
影
響
評
価
技
術
指
針
第
３
か
ら
第
1
0
ま
で
の
規

定
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。
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別表第１ (第６関係) 参考項目
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別表第１（第６関係）　参考項目

参考項目

粉じん等 Ａ Ａ Ａ Ａ Ａ Ｂ Ｂ Ａ Ａ Ａ Ａ Ａ Ａ Ａ Ａ Ａ Ａ Ａ Ａ Ａ Ａ，Ｂ Ａ，Ｂ

二酸化窒素 Ｂ Ｂ Ｂ Ｂ Ｂ Ｂ

浮遊粒子状物質 Ｂ Ｂ Ｂ

二酸化硫黄 Ｂ Ｂ Ｂ

農薬 Ｂ

その他の化学物質 Ｂ Ｂ

騒音 騒音 Ａ Ａ Ａ Ａ Ａ Ｂ Ｂ Ａ Ａ Ａ Ａ，Ｂ Ａ，Ｂ Ａ，Ｂ Ａ，Ｂ Ａ Ａ Ａ Ａ，Ｂ Ａ，Ｂ Ａ Ａ，Ｂ Ａ，Ｂ Ｂ

振動 振動 Ａ Ａ Ａ Ａ Ａ Ｂ Ｂ Ａ Ａ Ａ Ａ，Ｂ Ａ Ａ，Ｂ Ａ，Ｂ Ａ Ａ Ａ Ａ，Ｂ Ａ Ａ Ａ，Ｂ Ａ，Ｂ Ｂ

悪臭 悪臭 Ｂ Ｂ Ｂ

水の濁り Ａ Ａ Ａ Ａ Ａ Ｂ Ｂ Ａ Ａ Ａ Ａ，Ｂ Ａ，Ｂ Ａ Ａ Ａ Ａ Ａ Ａ Ａ Ａ，Ｂ Ａ，Ｂ Ａ，Ｂ

水の汚れ Ｂ Ｂ Ｂ Ｂ Ｂ Ｂ Ｂ Ｂ Ｂ Ｂ Ｂ Ｂ Ｂ

水温 Ｂ Ｂ Ｂ Ｂ Ｂ

富栄養化 Ｂ Ｂ Ｂ Ｂ Ｂ Ｂ Ｂ

溶存酸素 Ｂ Ｂ Ｂ Ｂ Ｂ Ｂ Ｂ

水素イオン濃度 Ｂ Ｂ Ａ Ａ

農薬 Ｂ

その他の化学物質（有害物質） Ｂ Ｂ Ｂ

底質 底質 Ａ Ａ

地下水 地下水の水位 Ｂ Ｂ

地形・地質 重要な地形・地質 Ｂ Ｂ Ｂ Ｂ Ｂ Ｂ Ｂ Ａ，Ｂ Ｂ Ｂ Ｂ Ｂ Ａ，Ｂ Ｂ Ａ，Ｂ Ｂ Ｂ Ａ，Ｂ Ｂ Ｂ Ｂ Ｂ Ｂ

地盤 地盤沈下 Ｂ Ｂ Ｂ

土壌 土壌汚染（有害物質） Ａ Ａ Ａ Ａ Ａ Ａ Ａ Ａ，Ｂ

その他 日照阻害 Ｂ Ｂ

植物 重要な種及び群落 Ａ，Ｂ Ａ，Ｂ Ａ，Ｂ Ａ，Ｂ Ａ，Ｂ Ｂ Ｂ Ａ，Ｂ Ａ，Ｂ Ａ，Ｂ Ｂ Ｂ Ａ，Ｂ Ａ，Ｂ Ａ，Ｂ Ａ，Ｂ Ａ，Ｂ Ａ，Ｂ Ａ，Ｂ Ａ，Ｂ Ａ，Ｂ Ａ，Ｂ Ｂ

動物 重要な種及び注目すべき生息地 Ａ，Ｂ Ａ，Ｂ Ａ，Ｂ Ａ，Ｂ Ａ，Ｂ Ｂ Ｂ Ａ，Ｂ Ａ，Ｂ Ａ，Ｂ Ｂ Ｂ Ａ，Ｂ Ａ，Ｂ Ａ，Ｂ Ａ，Ｂ Ａ，Ｂ Ａ，Ｂ Ａ，Ｂ Ａ，Ｂ Ａ，Ｂ Ａ，Ｂ Ｂ

生態系 地域を特徴づける生態系 Ａ，Ｂ Ａ，Ｂ Ａ，Ｂ Ａ，Ｂ Ａ，Ｂ Ｂ Ｂ Ａ，Ｂ Ａ，Ｂ Ａ，Ｂ Ｂ Ｂ Ａ，Ｂ Ａ，Ｂ Ａ，Ｂ Ａ，Ｂ Ａ，Ｂ Ａ，Ｂ Ａ，Ｂ Ａ，Ｂ Ａ，Ｂ Ａ，Ｂ Ｂ

景観 Ｂ Ｂ Ｂ Ｂ Ｂ Ｂ Ｂ Ｂ Ｂ Ｂ Ｂ Ｂ Ｂ Ｂ Ｂ Ｂ Ｂ Ｂ Ｂ Ｂ Ｂ Ｂ Ｂ

触れ合い活動の場 人と自然との触れ合い活動の場 Ｂ Ｂ Ｂ Ｂ Ａ，Ｂ Ｂ Ｂ Ｂ Ｂ Ｂ Ｂ Ｂ Ｂ Ｂ Ａ，Ｂ Ａ，Ｂ Ａ，Ｂ Ｂ Ｂ Ａ，Ｂ Ａ，Ｂ Ｂ Ｂ

建設工事に伴う副産物 Ａ Ａ Ａ Ａ Ａ Ａ Ａ Ａ Ａ Ａ Ａ Ａ Ａ Ａ Ａ Ａ Ａ Ａ Ａ Ａ

廃棄物 Ｂ Ｂ Ｂ Ｂ Ｂ

二酸化炭素 Ｂ Ｂ

代替フロン等 Ｂ

その他 その他の化学物質 Ｂ Ｂ Ｂ

備考　１　Ａ及びＢが記入されている欄は、対応する事業の実施において、対応する参考項目に関する影響が発生するおそれがあることを示す。なお、Ａは工事の実施による影響、Ｂは土地又は工作物の存在及び供用による影響を示す。

　　　２　この表における「対象事業等の種類」の欄の事業については、次に掲げる対象事業の一般的な事業の内容を基にしている。

　　　　(1)　住宅地の造成

　　　　　ア　建設機械を稼働し、造成工事及び工作物の建設の工事を行うこと。

　　　　　イ　車両により、工事の実施に伴う資材、機械及び副産物の運搬を行うこと。

　　　　　ウ　工事の完了後、当該事業による敷地に道路、公園・緑地、調整池及び給排水施設等の公共施設、住宅施設、教育施設並びに商業・業務施設等の立地の用に供されること。

　　　　(2)　工業用地の造成

　　　　　ア　建設機械を稼働し、造成工事を行うこと。

　　　　　イ　車両により、工事に伴う資材及び機械の運搬を行うこと。

　　　　　ウ　工事の完了後、敷地が工場又は事業場及びそれらに隣接する緑地、道路その他の施設の立地並びに工場等の立地の用に供されること。

　　　　(3)　商業用地の造成

　　　　　ア　建設機械を稼働し、造成工事及び工作物の建設の工事を行うこと。

　　　　　イ　車両により、工事の実施に伴う資材、機械及び副産物の運搬を行うこと。

　　　　　ウ　工事の完了後、当該事業による敷地に道路、公園・緑地、調整池及び給排水施設等の公共施設、住宅施設、教育施設並びに商業・業務施設等の工作物が存在し、かつ、当該敷地において人の活動があること。

主要な眺望点及び景観資源並びに
主要な眺望景観

環境への負荷
温室効果ガス等

廃棄物等

人と自然との豊
かな触れ合い

水質

水環境

大気質

生物の多様性の
確保及び自然環
境の体系的保全

環境の自然的構
成要素の良好な
状態の保持

大気環境

土壌環境・
その他の環
境

対象事業等の種類環境要素の区分
発電所ダム等道路の新設及び改築宅地の造成

水力発電
所

火力発電
所

下水道終
末処理場

道路(林道
を除く。）
の新設及び
改築

廃棄物最
終処分場
（管理型
の例）

港湾計画放水路の
新築

堰の新築
及び改築

鉄道等 飛行場林道の新
設及び改
築

ダムの新
築

ゴルフ場
の造成

スポーツ・
レクリエー
ション施設
用地の造成

墓園の造
成

工場・事
業場

水面の埋
立て及び
干拓

土石の採
取

鉱物の掘
採住宅地の

造成
工業用地
の造成

商業用地
の造成

その他の
宅地の造
成



　　　　(4)　その他の宅地の造成

　　　　　ア　建設機械を稼働し、造成工事及び工作物の建設の工事を行うこと。

　　　　　イ　車両により、工事の実施に伴う資材、機械及び副産物の運搬を行うこと。

　　　　　ウ　工事の完了後、当該事業による敷地に道路、公園・緑地、調整池及び給排水施設等の公共施設、住宅施設、教育施設並びに商業・業務施設等の立地の用に供されること。

　　　　(5)　水面の埋立て及び干拓

　　　　　ア　建設機械又は作業船を使用し、堤防及び護岸の築造を行うこと。

　　　　　イ　道路を経由し、又は船舶を利用して資材等の搬出入を行い、及び当該搬入された資材等を使用して土地の造成を行うこと。

　　　　(6)　土石の採取

　　　　　ア　土石の採取の方法は露天掘削とすること。

　　　　　イ　準備工事として採取区域において樹木の伐採及び除根並びに表土の除去を行うこと。

　　　　　ウ　土地又は工作物として、土石の採取、保管、移送、搬出その他の作業に伴って発生する廃棄物及び排水の処理並びに土石の採取その他の作業に伴って生ずることが予想される災害の防止のための施設又は場所を有すること。

　　　　　エ　車両により、土石の運搬を行うこと。

　　　　(7)　鉱物の掘採

　　　　　ア　鉱物の掘採の方法は露天掘削とすること。

　　　　　イ　準備工事として掘採区域において樹木の伐採及び除根並びに表土の除去を行うこと。

　　　　　ウ　土地又は工作物として、鉱物の掘採、保管、移送、搬出その他の作業に伴って発生する廃棄物及び排水の処理並びに鉱物の掘採その他の作業に伴って生ずることが予想される災害の防止のための施設又は場所を有すること。

　　　　　エ　車両により、鉱物の運搬を行うこと。

　　　　(8)　ゴルフ場の造成

　　　　　ア　建設機械を稼働し、造成工事を行うこと。

　　　　　イ　車両により、工事に伴う資材及び機械の運搬を行うこと。

　　　　　ウ　工事の完了後、当該事業によるゴルフ場等が存在し、かつ、当該ゴルフ場をゴルフの用に供すること。

　　　　(9)　スポーツ・レクリエーション施設用地の造成

　　　　　ア　建設機械を稼働し、造成工事を行うこと。

　　　　　イ　車両により、工事に伴う資材及び機械の運搬を行うこと。

　　　　　ウ　工事の完了後、敷地が公園、運動施設、遊戯施設、休養施設、共用施設及びこれらと一体となって整備される施設の立地の用に供されること。

　　　　(10)　墓園の造成

　　　　　ア　建設機械を稼働し、造成工事を行うこと。

　　　　　イ　車両により、工事に伴う資材及び機械の運搬を行うこと。

　　　　　ウ　工事の完了後、当該事業による墓園等が存在し、かつ、当該墓園を墓の用に供すること。

　　　　(11)　工場・事業場

　　　　　ア　建設機械を稼働し、工場及び事業場の設置の工事を行うこと。

　　　　　イ　車両により、工事の実施に伴う資材、機械及び副産物の運搬を行うこと。

　　　　　ウ　工事の完了後、当該事業による工場等が存在し、かつ、当該工場等において事業活動を行うこと。

　　　　　エ　事業活動に伴う資材等の搬出入は車両により行うこと。

　　　　(12)　下水道終末処理場

　　　　　ア　建設機械を稼働し、造成工事及び処理施設等の設置の工事を行うこと。

　　　　　イ　車両により、工事の実施に伴う資材、機械及び副産物の運搬を行うこと。

　　　　　ウ　工事の完了後、当該事業による処理施設等が存在し、かつ、当該処理施設において下水の処理を行うこと。

　　　　　エ　事業活動に伴う廃棄物の搬出は車両により行うこと。

　　　　(13)　道路（林道を除く。）の新設及び改築

　　　　　ア　道路の構造が、地表式、堀割式又は嵩上式であること。

　　　　　イ　車両により、工事に伴う資材及び機械の運搬を行うこと。

　　　　　ウ　道路の構造の種類に応じた建設機械を用いて工事を行うこと。

　　　　　エ　必要に応じて、既存の工作物を除去すること。

　　　　　オ　工事の完了後、当該事業の目的である道路が存在し、かつ、当該道路上を車両が走行すること。

　　　　(14)　林道の新設及び改築

　　　　　ア　道路の構造が、地表式、堀割式又は嵩上式であること。

　　　　　イ　車両により、工事に伴う資材及び機械の運搬を行うこと。

　　　　　ウ　道路の構造の種類に応じた建設機械を用いて工事を行うこと。

　　　　　エ　必要に応じて、既存の工作物を除去すること。

　　　　　オ　工事の完了後、当該事業の目的である道路が存在し、かつ、当該道路上を車両が走行すること。
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　　　　(15)　ダムの新築

　　　　　ア　流転工、堤体基礎掘削工、基礎処理工、堤体工、洪水吐工、放流設備工及び管理用設置工等のダムの堤体工を行うこと。

　　　　　イ　ダムの堤体の材料となる原石等を採取する「原石の採取の工事」を行うこと。

　　　　　ウ　骨材プラント、コンクリート製造設備、運搬設備及び濁水処理設備等の施工設備並びに掘削土、工事用資機材、骨材等を運搬するための工事用の道路を設置する「施工設備及び工事用道路の設置の工事」を行うこと。

　　　　　エ　ダム事業により、発生した掘削土等を事業実施区域内において処理する「建設発生土の処理の工事」を行うこと。

　　　　　オ　既存の道路の機能を確保するために必要となる道路を設置する「道路の付替の工事」を行うこと。

　　　　　カ　ダムの堤体、道路等の施設、原石山の跡地、建設発生土処理場の跡地及び貯水池が存在すること。

　　　　　キ　当該ダムを流水の貯留又は取水の用に供すること。

　　　　(16)　放水路の新築

　　　　　ア　土砂等の掘削を行い、堰や水門等を設置する「洪水を分流させる施設の工事」を行うこと。

　　　　　イ　土砂等の掘削を行い、護岸を設置する「掘削の工事」を行うこと。

　　　　　ウ　盛土等を行い、堤防を設置する「堤防の工事」を行うこと。

　　　　　エ　堤防や洪水を分流させる施設を含む放水路が存在すること。

　　　　　オ　当該放水路を洪水調節の用に供すること。

　　　　(17)　堰の新築及び改築

　　　　　ア　土砂等の掘削を行い、堰を設置する「堰の工事」を行うこと。

　　　　　イ　土砂等の掘削を行い、護岸を設置する「護岸の工事」を行うこと。

　　　　　ウ　土砂等の掘削及び浚渫を行う「掘削の工事」を行うこと。

　　　　　エ　堰、護岸等の施設及び湛水区域が存在すること。

　　　　　オ　当該堰を流水の貯留又は取水の用に供すること。

　　　　(18)　鉄道等

　　　　　ア　鉄道施設の構造が、地表式、堀割式又は嵩上式であること。

　　　　　イ　鉄道施設の構造の種類に応じた建設機械を用いて工事を行うこと。

　　　　　ウ　車両により、工事に伴う資材及び機械の運搬を行うこと。

　　　　　エ　必要に応じて、既存の工作物を除去すること。

　　　　　オ　工事の完了後、当該事業の目的である鉄道施設が存在し、かつ、当該軌道上を列車が走行すること。

　　　　(19)　飛行場

　　　　　ア　建設機械を用いて、造成工事及び飛行場施設等の設置の工事を行うこと。

　　　　　イ　車両により、工事の実施に伴う資材、機械及び副産物の運搬を行うこと。

　　　　　ウ　工事の完了後、当該事業による飛行場施設等が存在し、かつ、当該飛行場施設を航空機の運航の用に供すること。

　　　　(20)　水力発電所

　　　　　ア　建設機械を用いて、造成工事並びに発電施設及び貯水池等の設置の工事を行うこと。

　　　　　イ　車両により、工事の実施に伴う資材、機械及び副産物の運搬を行うこと。

　　　　　ウ　工事の完了後、当該事業による発電施設及び貯水池等が存在し、かつ、当該発電施設において発電を行うこと。

　　　　(21)　火力発電所

　　　　　ア　燃料の種類は、天然ガス（ＬＮＧを含む。）、石炭、石油又は副生ガスとする。

　　　　　イ　建設機械を用いて、造成工事、しゅんせつ工事、港湾工事及び発電施設等の設置の工事、既設工作物の撤去及び廃棄を行うこと。

　　　　　ウ　車両により、工事の実施に伴う資材、機械及び副産物の運搬を行うこと。

　　　　　エ　工事の完了後、当該事業による発電施設等が存在し、かつ、当該発電施設において発電を行うこと。

　　　　　オ　冷却には海水を利用し、温排水が発生すること。

　　　　　カ　事業活動に伴う資材等の搬出入は車両又は船舶により行うこと。

        　キ　発電設備から廃棄物が発生すること。

　　　　(22)　廃棄物最終処分場

　　　　　ア　最終処分場の種類は一般廃棄物の最終処分場又は産業廃棄物の管理型最終処分場であること。

　　　　　イ　立地の形式は陸上埋立であること。

　　　　　ウ　準備工事として造成区域の整地を行い、埋立地の造成は切土工を主体として行うこと。また、主要施設及び附帯設備の設置工事に伴い、資材等の搬出入、建設工事に伴う副産物の搬出等を道路を経由して行うこと。

　　　　　エ　工作物として、擁壁その他の貯留構造物、地下水集排水設備、遮水工、雨水集排水設備、保有水等集排水設備、浸出液処理設備、通気装置その他の主要施設及び搬入管理設備、モニタリング設備、管理棟、管理道路、搬入道路、ごみ飛散防止設備、

　　　　　　防災設備その他の附帯設備を有すること。

　　　　　オ　埋立てを行う廃棄物は、分解性有機物（プラスチックを除く。）を含むこと。
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　　　　　カ　埋立てを行う廃棄物を道路を経由して搬入し、埋立供用時は即日覆土を行うこと。

　　　　(23)　港湾計画

　　　　　ア　当該事業による埋立地、水域施設、外郭施設、係留施設、旅客施設、荷さばき施設、保管施設及び臨港交通施設が存在すること。

　　　　　イ　供用開始後、当該施設等をそれぞれの施設整備の目的の用に供すること。

　　　３　この表において「粉じん等」とは、粉じん、ばいじん及び自動車の運行、建設機械の稼働又は資材の堆積に伴い発生する粒子状物質をいう。

　　　４　この表において「環境の自然的構成要素の良好な状態の保持」に区分される「その他の化学物質」とは、事業活動に伴い大気中又は公共用水域に排出される人の健康及び動植物の生息・生育に影響を及ぼすおそれのある化学物質であって、当該物質の大気中及び水域中

　　　　の濃度を把握することにより、影響の程度が把握できるものをいう。

　　　５　この表において「重要な地形・地質」、「重要な種及び群落」及び「重要な種」とは、学術上又は希少性の観点から重要なものをいう。

　　　６　この表において「注目すべき生息地」とは、学術上若しくは希少性の観点から重要である生息地又は地域の象徴であることその他の理由により注目すべき生息地をいう。

　　　７　この表において「主要な眺望点」とは、不特定かつ多数の者が利用している景観資源を眺望する場所を、「主要な眺望景観」とは、主要な眺望点からの景観資源を眺望する場合の景観をいう。

　　　８　この表において「人と自然との触れ合い活動の場」とは、不特定かつ多数の者が利用している人と自然との触れ合い活動の場をいう。

　　　９　この表において「環境への負荷」に区分される「その他の化学物質」とは、事業活動に伴い大気中又は公共用水域に排出されることにより人の健康及び動植物の生息・生育に影響を及ぼすおそれのある化学物質（オゾン層破壊物質を含む。）であって、当該物質の排出

　　　　量を把握することにより、環境影響評価を行うことが適当なものをいう。

　　　10　この表において「住宅地の造成」とは、宅地の造成のうち主として住宅の用途に供するものをいう。

　　　11　この表において「工業用地の造成」とは、宅地の造成のうち主として工場の用途に供するものをいう。

　    12　この表において「商業用地の造成」とは、宅地の造成のうち主として商業施設又は流通施設の用途に供するものをいう。

　  　13　この表において「工場・事業場」とは、工場又は事業場の設置及びその規模の変更をいう。

　　  14　この表において「下水道終末処理場」とは、下水道終末処理場の設置及びその規模の変更をいう。

      15　この表において「ダム等」とは、ダム及び放水路の新築並びに堰の新築及び改築をいう。

      16　この表において「鉄道等」とは、鉄道及び軌道の建設及び改良をいう。

      17　この表において「飛行場」とは、飛行場及びその施設の設置及びその規模の変更をいう。

      18　この表において「発電所」とは、発電所の設置及び変更の工事をいう。

      19　この表において「水力発電所」とは、水力発電所の設置及び変更の工事をいう。

      20　この表において「火力発電所」とは、火力発電所の設置及び変更の工事をいう。

　　　21　この表において「廃棄物最終処分場」とは、一般廃棄物及び産業廃棄物の最終処分場の設置並びにその構造及び規模の変更をいう。
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参
考
項
目

影
響
要
因
の
区
分

参
考
調
査
手
法

参
考
予
測
手
法

粉
じ
ん
等
Ａ
１

造
成
等
の
施
工

１
調
査
す
べ
き
情
報

１
予
測
の
基
本
的
な
手
法

２
工
事
用
車
両
の
運
Ａ
･Ｂ

気
象
の
状
況

Ａ
･Ｂ

事
例
の
引
用
又
は
解
析

行
及
び
建
設
機
械
の
２

調
査
の
基
本
的
な
手
法

２
予
測
地
域

稼
働

Ａ
･Ｂ

文
献
そ
の
他
の
資
料
及
び
現
地
調
査
に
よ
る
情
報
Ａ
･Ｂ

調
査
地
域
の
う
ち
、
粉
じ
ん
等
の
拡
散

Ｂ
３

原
料
、
燃
料
、
廃

の
収
集
並
び
に
当
該
情
報
の
整
理
及
び
解
析

の
特
性
を
踏
ま
え
、
粉
じ
ん
等
に
係
る
環

棄
物
及
び
製
品
の
堆
３

調
査
地
域

境
影
響
を
受
け
る
お
そ
れ
が
あ
る
地
域

積
Ａ
･Ｂ

粉
じ
ん
等
の
拡
散
の
特
性
を
踏
ま
え
、
粉
じ
ん
等
３

予
測
地
点

４
粉
じ
ん
等
を
発
生

に
係
る
環
境
影
響
を
受
け
る
お
そ
れ
が
あ
る
地
域

Ａ
･Ｂ

粉
じ
ん
等
の
拡
散
の
特
性
を
踏
ま
え
、

す
る
施
設
の
稼
働

４
調
査
地
点

予
測
地
域
に
お
け
る
粉
じ
ん
等
に
係
る
環

５
そ
の
他
の
粉
じ
ん
Ａ
･Ｂ

粉
じ
ん
等
の
拡
散
の
特
性
を
踏
ま
え
、
調
査
地
域

境
影
響
を
的
確
に
把
握
で
き
る
地
点

等
が
発
生
す
る
行
為

に
お
け
る
粉
じ
ん
等
に
係
る
環
境
影
響
を
予
測
し
、
４

予
測
対
象
時
期
等

及
び
評
価
す
る
た
め
に
必
要
な
情
報
を
適
切
か
つ
効
Ａ

工
事
等
に
よ
る
粉
じ
ん
等
に
係
る
環
境

果
的
に
把
握
で
き
る
地
点

影
響
が
最
大
と
な
る
時
期

５
調
査
期
間
等

Ｂ
粉
じ
ん
等
に
係
る
環
境
影
響
が
最
大
に

Ａ
･Ｂ

粉
じ
ん
等
の
拡
散
の
特
性
を
踏
ま
え
、
調
査
地
域

な
る
時
期
及
び
事
業
活
動
等
が
定
常
状
態

に
お
け
る
粉
じ
ん
等
に
係
る
環
境
影
響
を
予
測
し
、

に
な
る
時
期

及
び
評
価
す
る
た
め
に
必
要
な
情
報
を
適
切
か
つ
効

果
的
に
把
握
で
き
る
期
間
、
時
期
及
び
時
間
帯

二
酸
化
窒
Ｂ
１

ば
い
煙
を
発
生
す
１

調
査
す
べ
き
情
報

１
予
測
の
基
本
的
な
手
法

素
る
施
設
の
稼
働

Ｂ
二
酸
化
窒
素
の
濃
度
の
状
況

Ｂ
プ
ル
ー
ム
式
及
び
パ
フ
式
に
よ
る
計
算

２
自
動
車
の
走
行

Ｂ
気
象
の
状
況

２
予
測
地
域

３
航
空
機
の
運
航

２
調
査
の
基
本
的
な
手
法

Ｂ
調
査
地
域
の
う
ち
、
二
酸
化
窒
素
の
拡

４
そ
の
他
の
ば
い
煙

Ｂ
文
献
そ
の
他
の
資
料
及
び
現
地
調
査
に
よ
る
情
報

散
の
特
性
を
踏
ま
え
、
二
酸
化
窒
素
に
係

が
発
生
す
る
行
為

の
収
集
並
び
に
当
該
情
報
の
整
理
及
び
解
析

る
環
境
影
響
を
受
け
る
お
そ
れ
が
あ
る
地

３
調
査
地
域

域

Ｂ
二
酸
化
窒
素
の
拡
散
の
特
性
を
踏
ま
え
、
二
酸
化
３

予
測
地
点

窒
素
に
係
る
環
境
影
響
を
受
け
る
お
そ
れ
が
あ
る
地

Ｂ
二
酸
化
窒
素
の
拡
散
の
特
性
を
踏
ま
え

域
、
予
測
地
域
に
お
け
る
二
酸
化
窒
素
に
係

４
調
査
地
点

る
環
境
影
響
を
的
確
に
把
握
で
き
る
地
点

Ｂ
二
酸
化
窒
素
の
拡
散
の
特
性
を
踏
ま
え
、
調
査
地
４

予
測
対
象
時
期
等

域
に
お
け
る
二
酸
化
窒
素
に
係
る
環
境
影
響
を
予
測

Ｂ
二
酸
化
窒
素
に
係
る
環
境
影
響
が
最
大

し
、
及
び
評
価
す
る
た
め
に
必
要
な
情
報
を
適
切
か

に
な
る
時
期
及
び
計
画
交
通
量
が
発
生
す

つ
効
果
的
に
把
握
で
き
る
地
点

る
時
期
又
は
事
業
活
動
等
が
定
常
状
態
に

５
調
査
期
間
等

な
る
時
期

Ｂ
二
酸
化
窒
素
の
拡
散
の
特
性
を
踏
ま
え
、
調
査
地

域
に
お
け
る
二
酸
化
窒
素
に
係
る
環
境
影
響
を
予
測

し
、
及
び
評
価
す
る
た
め
に
必
要
な
情
報
を
適
切
か

つ
効
果
的
に
把
握
で
き
る
期
間
及
び
時
期

浮
遊
粒
子
Ｂ
１

ば
い
煙
を
発
生
す
１

調
査
す
べ
き
情
報

１
予
測
の
基
本
的
な
手
法

状
物
質

る
施
設
の
稼
働

Ｂ
浮
遊
粒
子
状
物
質
の
濃
度
の
状
況

Ｂ
プ
ル
ー
ム
式
及
び
パ
フ
式
に
よ
る
計
算

２
自
動
車
の
走
行

Ｂ
気
象
の
状
況

２
予
測
地
域

２
調
査
の
基
本
的
な
手
法

Ｂ
調
査
地
域
の
う
ち
、
浮
遊
粒
子
状
物
質

Ｂ
文
献
そ
の
他
の
資
料
及
び
現
地
調
査
に
よ
る
情
報

の
拡
散
の
特
性
を
踏
ま
え
、
浮
遊
粒
子
状

の
収
集
並
び
に
当
該
情
報
の
整
理
及
び
解
析

物
質
に
係
る
環
境
影
響
を
受
け
る
お
そ
れ

３
調
査
地
域

が
あ
る
地
域

Ｂ
浮
遊
粒
子
状
物
質
の
拡
散
の
特
性
を
踏
ま
え
、
浮
３

予
測
地
点

遊
粒
子
状
物
質
に
係
る
環
境
影
響
を
受
け
る
お
そ
れ

Ｂ
浮
遊
粒
子
状
物
質
の
拡
散
の
特
性
を
踏

が
あ
る
地
域

ま
え
、
予
測
地
域
に
お
け
る
浮
遊
粒
子
状

４
調
査
地
点

物
質
に
係
る
環
境
影
響
を
的
確
に
把
握
で

Ｂ
浮
遊
粒
子
状
物
質
の
拡
散
の
特
性
を
踏
ま
え
、
調

き
る
地
点

査
地
域
に
お
け
る
浮
遊
粒
子
状
物
質
に
係
る
環
境
影
４

予
測
対
象
時
期
等

響
を
予
測
し
、
及
び
評
価
す
る
た
め
に
必
要
な
情
報

Ｂ
浮
遊
粒
子
状
物
質
に
係
る
環
境
影
響
が

を
適
切
か
つ
効
果
的
に
把
握
で
き
る
地
点

最
大
に
な
る
時
期
及
び
計
画
交
通
量
が
発
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別
表
第
２
(第
７
及
び
第
８
関
係
)
参
考
調
査
手
法
及
び
参
考
予
測
手
法



５
調
査
期
間
等

生
す
る
時
期
又
は
事
業
活
動
等
が
定
常
状

Ｂ
浮
遊
粒
子
状
物
質
の
拡
散
の
特
性
を
踏
ま
え
、
調

態
に
な
る
時
期

査
地
域
に
お
け
る
浮
遊
粒
子
状
物
質
に
係
る
環
境
影

響
を
予
測
し
、
及
び
評
価
す
る
た
め
に
必
要
な
情
報

を
適
切
か
つ
効
果
的
に
把
握
で
き
る
期
間
及
び
時
期

二
酸
化
硫
Ｂ
１

ば
い
煙
を
発
生
す
１

調
査
す
べ
き
情
報

１
予
測
の
基
本
的
な
手
法

黄
る
施
設
の
稼
働

Ｂ
二
酸
化
硫
黄
の
濃
度
の
状
況

Ｂ
プ
ル
ー
ム
式
及
び
パ
フ
式
に
よ
る
計
算

２
自
動
車
の
走
行

Ｂ
気
象
の
状
況

２
予
測
地
域

２
調
査
の
基
本
的
な
手
法

Ｂ
調
査
地
域
の
う
ち
、
二
酸
化
硫
黄
の
拡

Ｂ
文
献
そ
の
他
の
資
料
及
び
現
地
調
査
に
よ
る
情
報

散
の
特
性
を
踏
ま
え
、
二
酸
化
硫
黄
に
係

の
収
集
並
び
に
当
該
情
報
の
整
理
及
び
解
析

る
環
境
影
響
を
受
け
る
お
そ
れ
が
あ
る
地

３
調
査
地
域

域

Ｂ
二
酸
化
硫
黄
の
拡
散
の
特
性
を
踏
ま
え
、
二
酸
化
３

予
測
地
点

硫
黄
に
係
る
環
境
影
響
を
受
け
る
お
そ
れ
が
あ
る
地

Ｂ
二
酸
化
硫
黄
の
拡
散
の
特
性
を
踏
ま
え

域
、
予
測
地
域
に
お
け
る
二
酸
化
硫
黄
に
係

４
調
査
地
点

る
環
境
影
響
を
的
確
に
把
握
で
き
る
地
点

Ｂ
二
酸
化
硫
黄
の
拡
散
の
特
性
を
踏
ま
え
、
調
査
地
４

予
測
対
象
時
期
等

域
に
お
け
る
二
酸
化
硫
黄
に
係
る
環
境
影
響
を
予
測

Ｂ
二
酸
化
硫
黄
に
係
る
環
境
影
響
が
最
大

し
、
及
び
評
価
す
る
た
め
に
必
要
な
情
報
を
適
切
か

に
な
る
時
期
及
び
事
業
活
動
等
が
定
常
状

つ
効
果
的
に
把
握
で
き
る
地
点

態
に
な
る
時
期

５
調
査
期
間
等

Ｂ
二
酸
化
硫
黄
の
拡
散
の
特
性
を
踏
ま
え
、
調
査
地

域
に
お
け
る
二
酸
化
硫
黄
に
係
る
環
境
影
響
を
予
測

し
、
及
び
評
価
す
る
た
め
に
必
要
な
情
報
を
適
切
か

つ
効
果
的
に
把
握
で
き
る
期
間
及
び
時
期

大
気
質
に
Ｂ

ゴ
ル
フ
場
に
お
け
る
１

調
査
す
べ
き
情
報

１
予
測
の
基
本
的
な
手
法

係
る
農
薬

農
薬
の
散
布

Ｂ
気
象
の
状
況

Ｂ
事
例
の
引
用
又
は
解
析

２
調
査
の
基
本
的
な
手
法

２
予
測
地
域

Ｂ
文
献
そ
の
他
の
資
料
及
び
現
地
調
査
に
よ
る
情
報

Ｂ
調
査
地
域
の
う
ち
、
農
薬
の
拡
散
の
特

の
収
集
並
び
に
当
該
情
報
の
整
理
及
び
解
析

性
を
踏
ま
え
、
農
薬
に
係
る
環
境
影
響
を

３
調
査
地
域

受
け
る
お
そ
れ
が
あ
る
地
域

Ｂ
農
薬
の
拡
散
の
特
性
を
踏
ま
え
、
農
薬
に
係
る
環
３

予
測
地
点

境
影
響
を
受
け
る
お
そ
れ
が
あ
る
地
域

Ｂ
農
薬
の
拡
散
の
特
性
を
踏
ま
え
、
予
測

４
調
査
地
点

地
域
に
お
け
る
農
薬
に
係
る
環
境
影
響
を

Ｂ
農
薬
の
拡
散
の
特
性
を
踏
ま
え
、
調
査
地
域
に
お

的
確
に
把
握
で
き
る
地
点

け
る
農
薬
に
係
る
環
境
影
響
を
予
測
し
、
及
び
評
価
４

予
測
対
象
時
期
等

す
る
た
め
に
必
要
な
情
報
を
適
切
か
つ
効
果
的
に
把

Ｂ
農
薬
を
散
布
す
る
時
期

握
で
き
る
地
点

５
調
査
期
間
等

Ｂ
農
薬
の
拡
散
の
特
性
を
踏
ま
え
、
調
査
地
域
に
お

け
る
農
薬
に
係
る
環
境
影
響
を
予
測
し
、
及
び
評
価

す
る
た
め
に
必
要
な
情
報
を
適
切
か
つ
効
果
的
に
把

握
で
き
る
期
間
、
時
期
及
び
時
間
帯

大
気
質
に
Ｂ
１

人
の
健
康
及
び
動
１

調
査
す
べ
き
情
報

１
予
測
の
基
本
的
な
手
法

係
る
そ
の

植
物
の
生
息
・
生
育

Ｂ
予
測
し
、
評
価
を
行
う
化
学
物
質
の
濃
度
の
状
況

Ｂ
プ
ル
ー
ム
式
及
び
パ
フ
式
に
よ
る
計
算

他
の
化
学

に
対
し
影
響
を
及
ぼ

Ｂ
気
象
の
状
況

２
予
測
地
域

物
質

す
化
学
物
質
の
取
扱
２

調
査
の
基
本
的
な
手
法

Ｂ
調
査
地
域
の
う
ち
、
化
学
物
質
の
拡
散

い
及
び
製
造

Ｂ
文
献
そ
の
他
の
資
料
及
び
現
地
調
査
に
よ
る
情
報

の
特
性
を
踏
ま
え
、
化
学
物
質
に
係
る
環

２
ば
い
煙
を
発
生
す

の
収
集
並
び
に
当
該
情
報
の
整
理
及
び
解
析

境
影
響
を
受
け
る
お
そ
れ
が
あ
る
地
域

る
施
設
の
稼
働

３
調
査
地
域

３
予
測
地
点

Ｂ
化
学
物
質
の
拡
散
の
特
性
を
踏
ま
え
、
化
学
物
質

Ｂ
化
学
物
質
の
拡
散
の
特
性
を
踏
ま
え
、

に
係
る
環
境
影
響
を
受
け
る
お
そ
れ
が
あ
る
地
域

予
測
地
域
に
お
け
る
化
学
物
質
に
係
る
環

４
調
査
地
点

境
影
響
を
的
確
に
把
握
で
き
る
地
点

Ｂ
化
学
物
質
の
拡
散
の
特
性
を
踏
ま
え
、
調
査
地
域
４

予
測
対
象
時
期
等

に
お
け
る
化
学
物
質
に
係
る
環
境
影
響
を
予
測
し
、

Ｂ
化
学
物
質
に
係
る
環
境
影
響
が
最
大
に
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及
び
評
価
す
る
た
め
に
必
要
な
情
報
を
適
切
か
つ
効

な
る
時
期
及
び
事
業
活
動
等
が
定
常
状
態

果
的
に
把
握
で
き
る
地
点

に
な
る
時
期

５
調
査
期
間
等

Ｂ
化
学
物
質
の
拡
散
の
特
性
を
踏
ま
え
、
調
査
地
域

に
お
け
る
化
学
物
質
に
係
る
環
境
影
響
を
予
測
し
、

及
び
評
価
す
る
た
め
に
必
要
な
情
報
を
適
切
か
つ
効

果
的
に
把
握
で
き
る
期
間
及
び
時
期

騒
音

Ａ
１

造
成
等
の
施
工

１
調
査
す
べ
き
情
報

１
予
測
の
基
本
的
な
手
法

２
建
設
機
械
の
稼
働
Ａ
･Ｂ

騒
音
の
状
況

Ａ
･Ｂ

音
の
伝
搬
理
論
に
基
づ
く
予
測
式
に
よ

及
び
工
事
用
車
両
の
Ａ

地
表
面
の
状
況

る
計
算

運
行

Ａ
工
事
用
車
両
の
運
行
が
予
想
さ
れ
る
道
路
の
沿
道
２

予
測
地
域

Ｂ
３

騒
音
を
発
生
す
る

の
状
況

Ａ
･Ｂ

調
査
地
域
の
う
ち
、
音
の
伝
搬
特
性
を

施
設
の
稼
働

Ｂ
新
築
又
は
改
築
さ
れ
る
道
路
の
沿
道
の
状
況

踏
ま
え
、
騒
音
に
係
る
環
境
影
響
を
受
け

４
自
動
車
の
走
行

２
調
査
の
基
本
的
な
手
法

る
お
そ
れ
が
あ
る
地
域

５
列
車
等
の
走
行

Ａ
･Ｂ

文
献
そ
の
他
の
資
料
及
び
現
地
調
査
に
よ
る
情
報
３

予
測
地
点

６
航
空
機
の
運
航

の
収
集
並
び
に
当
該
情
報
の
整
理
及
び
解
析

Ａ
･Ｂ

音
の
伝
搬
の
特
性
を
踏
ま
え
、
予
測
地

７
そ
の
他
の
騒
音
が
３

調
査
地
域

域
に
お
け
る
騒
音
に
係
る
環
境
影
響
を
的

発
生
す
る
行
為

Ａ
･Ｂ

音
の
伝
搬
の
特
性
を
踏
ま
え
、
騒
音
に
係
る
環
境

確
に
把
握
で
き
る
地
点

影
響
を
受
け
る
お
そ
れ
が
あ
る
地
域

４
予
測
対
象
時
期
等

４
調
査
地
点

Ａ
工
事
等
に
よ
る
影
響
が
最
大
と
な
る
時

Ａ
･Ｂ

音
の
伝
搬
の
特
性
を
踏
ま
え
、
調
査
地
域
に
お
け

期

る
騒
音
に
係
る
環
境
影
響
を
予
測
し
、
及
び
評
価
す

Ｂ
騒
音
に
係
る
環
境
影
響
が
最
大
に
な
る

る
た
め
に
必
要
な
情
報
を
適
切
か
つ
効
果
的
に
把
握

時
期
及
び
計
画
交
通
量
が
発
生
す
る
時
期

で
き
る
地
点

又
は
事
業
活
動
等
が
定
常
状
態
に
な
る
時

５
調
査
期
間
等

期

Ａ
･Ｂ

音
の
伝
搬
の
特
性
を
踏
ま
え
、
調
査
地
域
に
お
け

る
騒
音
に
係
る
環
境
影
響
を
予
測
し
、
及
び
評
価
す

る
た
め
に
必
要
な
情
報
を
適
切
か
つ
効
果
的
に
把
握

で
き
る
期
間
、
時
期
及
び
時
間
帯

振
動

Ａ
１

造
成
等
の
施
工

１
調
査
す
べ
き
情
報

１
予
測
の
基
本
的
な
手
法

２
建
設
機
械
の
稼
働
Ａ
･Ｂ

振
動
の
状
況

Ａ
･Ｂ

事
例
の
引
用
又
は
解
析

及
び
工
事
用
車
両
の
Ａ
･Ｂ

地
盤
の
状
況

２
予
測
地
域

運
行

Ａ
･Ｂ

交
通
量
に
係
る
状
況

Ａ
･Ｂ

調
査
地
域
の
う
ち
、
振
動
の
伝
搬
の
特

Ｂ
３

振
動
を
発
生
す
る
２

調
査
の
基
本
的
な
手
法

性
を
踏
ま
え
、
振
動
に
係
る
環
境
影
響
を

施
設
の
稼
働

Ａ
･Ｂ

文
献
そ
の
他
の
資
料
及
び
現
地
調
査
に
よ
る
情
報

受
け
る
お
そ
れ
が
あ
る
地
域

４
自
動
車
の
走
行

の
収
集
並
び
に
当
該
情
報
の
整
理
及
び
解
析

３
予
測
地
点

５
列
車
等
の
走
行

３
調
査
地
域

Ａ
･Ｂ

振
動
の
伝
搬
の
特
性
を
踏
ま
え
、
予
測

６
そ
の
他
の
振
動
が
Ａ
･Ｂ

振
動
の
伝
搬
の
特
性
を
踏
ま
え
、
振
動
に
係
る
環

地
域
に
お
け
る
振
動
に
係
る
環
境
影
響
を

発
生
す
る
行
為

境
影
響
を
受
け
る
お
そ
れ
が
あ
る
地
域

的
確
に
把
握
で
き
る
地
点

４
調
査
地
点

４
予
測
対
象
時
期
等

Ａ
･Ｂ

振
動
の
伝
搬
の
特
性
を
踏
ま
え
、
調
査
地
域
に
お
Ａ

工
事
等
に
よ
る
影
響
が
最
大
と
な
る
時

け
る
振
動
に
係
る
環
境
影
響
を
予
測
し
、
及
び
評
価

期

す
る
た
め
に
必
要
な
情
報
を
適
切
か
つ
効
果
的
に
把

Ｂ
振
動
に
係
る
環
境
影
響
が
最
大
に
な
る

握
で
き
る
地
点

時
期
及
び
計
画
交
通
量
が
発
生
す
る
時
期

５
調
査
期
間
等

又
は
事
業
活
動
等
が
定
常
状
態
に
な
る
時

Ａ
･Ｂ

振
動
の
伝
搬
の
特
性
を
踏
ま
え
、
調
査
地
域
に
お

期

け
る
振
動
に
係
る
環
境
影
響
を
予
測
し
、
及
び
評
価

す
る
た
め
に
必
要
な
情
報
を
適
切
か
つ
効
果
的
に
把

握
で
き
る
期
間
、
時
期
及
び
時
間
帯

悪
臭

Ｂ
１

悪
臭
を
発
生
さ
せ
１

調
査
す
べ
き
情
報

１
予
測
の
基
本
的
な
手
法

る
物
質
等
の
取
扱
い

Ｂ
悪
臭
の
状
況

Ｂ
事
例
の
引
用
又
は
解
析

及
び
製
造

Ｂ
気
象
の
状
況

２
予
測
地
域

２
廃
棄
物
の
埋
立
て
２

調
査
の
基
本
的
な
手
法

Ｂ
調
査
地
域
の
う
ち
、
悪
臭
の
拡
散
の
特

Ｂ
文
献
そ
の
他
の
資
料
及
び
現
地
調
査

性
を
踏
ま
え
、
悪
臭
に
係
る
環
境
影
響
を

に
よ
る
情
報
の
収
集
並
び
に
当
該
情
報
の
整
理
及
び

受
け
る
お
そ
れ
が
あ
る
地
域
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解
析

３
予
測
地
点

３
調
査
地
域

Ｂ
悪
臭
の
拡
散
の
特
性
を
踏
ま
え
、
予
測

Ｂ
悪
臭
の
拡
散
の
特
性
を
踏
ま
え
、
悪
臭
に
係
る
環

地
域
に
お
け
る
悪
臭
に
係
る
環
境
影
響
を

境
影
響
を
受
け
る
お
そ
れ
が
あ
る
地
域

的
確
に
把
握
で
き
る
地
点

４
調
査
地
点

４
予
測
対
象
時
期
等

Ｂ
悪
臭
の
拡
散
の
特
性
を
踏
ま
え
、
調
査
地
域
に
お

Ｂ
悪
臭
に
係
る
環
境
影
響
が
最
大
に
な
る

け
る
悪
臭
に
係
る
環
境
影
響
を
予
測
し
、
及
び
評
価

時
期
及
び
悪
臭
が
発
生
す
る
施
設
の
稼
働

す
る
た
め
に
必
要
な
情
報
を
適
切
か
つ
効
果
的
に
把

が
定
常
状
態
に
な
る
時
期

握
で
き
る
地
点

５
調
査
期
間
等

Ｂ
悪
臭
の
拡
散
の
特
性
を
踏
ま
え
、
調
査
地
域
に
お

け
る
悪
臭
に
係
る
環
境
影
響
を
予
測
し
、
及
び
評
価

す
る
た
め
に
必
要
な
情
報
を
適
切
か
つ
効
果
的
に
把

握
で
き
る
期
間
、
時
期
及
び
時
間
帯

水
の
濁
り
Ａ
１

造
成
等
の
施
工
に
１

調
査
す
べ
き
情
報

１
予
測
の
基
本
的
な
手
法

よ
る
一
時
的
な
影
響
Ａ
･Ｂ

浮
遊
物
質
量
の
状
況

Ａ
･Ｂ

河
川
に
あ
っ
て
は
、
浮
遊
物
質
量
に
つ

Ｂ
２

汚
水
を
発
生
す
る
Ａ
･Ｂ

河
川
に
あ
っ
て
は
、
流
れ
の
状
況

い
て
単
純
混
合
式
を
用
い
た
理
論
計
算
、

施
設
の
稼
働

Ａ
･Ｂ

気
象
の
状
況

統
計
的
手
法
又
は
事
例
の
引
用
若
し
く
は

３
そ
の
他
の
水
の
濁
Ａ
･Ｂ

造
成
区
域
の
土
質
の
状
況

解
析

り
を
発
生
す
る
行
為

Ｂ
水
質
規
制
の
状
況

海
域
又
は
湖
沼
に
あ
っ
て
は
、
浮
遊
物

２
調
査
の
基
本
的
な
手
法

質
量
に
つ
い
て
適
切
な
式
を
用
い
た
理
論

Ａ
･Ｂ

文
献
そ
の
他
の
資
料
及
び
現
地
調
査

計
算
、
統
計
的
手
法
又
は
事
例
の
引
用
若

に
よ
る
情
報
の
収
集
並
び
に
当
該
情
報
の
整
理

し
く
は
解
析

３
調
査
地
域

２
予
測
地
域

Ａ
･Ｂ

浮
遊
物
質
の
拡
散
の
特
性
を
踏
ま
え
、
浮
遊
物
質
Ａ
･Ｂ

調
査
地
域
の
う
ち
、
浮
遊
物
質
の
拡
散

に
係
る
環
境
影
響
を
受
け
る
お
そ
れ
が
あ
る
地
域

の
特
性
を
踏
ま
え
、
浮
遊
物
質
に
係
る
環

４
調
査
地
点

境
影
響
を
受
け
る
お
そ
れ
が
あ
る
地
域

Ａ
･Ｂ

浮
遊
物
質
の
拡
散
の
特
性
を
踏
ま
え
、
調
査
地
域
３

予
測
地
点

に
お
け
る
浮
遊
物
質
に
係
る
環
境
影
響
を
予
測
し
、
Ａ
･Ｂ

浮
遊
物
質
の
拡
散
の
特
性
を
踏
ま
え
、

及
び
評
価
す
る
た
め
に
必
要
な
情
報
を
適
切
か
つ
効

予
測
地
域
に
お
け
る
浮
遊
物
質
に
係
る
環

果
的
に
把
握
で
き
る
地
点

境
影
響
を
的
確
に
把
握
で
き
る
地
点

５
調
査
期
間
等

４
予
測
対
象
時
期
等

Ａ
･Ｂ

浮
遊
物
質
の
拡
散
の
特
性
を
踏
ま
え
、
調
査
地
域
Ａ

工
事
等
に
よ
る
影
響
が
最
大
と
な
る
時

に
お
け
る
浮
遊
物
質
に
係
る
環
境
影
響
を
予
測
し
、

期

及
び
評
価
す
る
た
め
に
必
要
な
情
報
を
適
切
か
つ
効

Ｂ
水
の
濁
り
に
係
る
環
境
影
響
が
最
大
に

果
的
に
把
握
で
き
る
期
間
及
び
時
期

な
る
時
期
及
び
事
業
活
動
等
が
定
常
状
態

に
な
る
時
期

水
の
汚
れ
Ｂ
１

汚
水
を
発
生
す
る
１

調
査
す
べ
き
情
報

１
予
測
の
基
本
的
な
手
法

施
設
の
稼
働

Ｂ
河
川
に
あ
っ
て
は
、
生
物
化
学
的
酸
素
要
求
量

Ｂ
河
川
に
あ
っ
て
は
、
Ｂ
Ｏ
Ｄ
に
つ
い
て

２
貯
水
池
及
び
湛
水

（
以
下
こ
の
項
に
お
い
て
「
Ｂ
Ｏ
Ｄ
」
と
い
う
。）

単
純
混
合
式
を
用
い
た
理
論
計
算
、
統
計

区
域
の
存
在

の
状
況

的
手
法
又
は
事
例
の
引
用
若
し
く
は
解
析

海
域
又
は
湖
沼
に
あ
っ
て
は
、
化
学
的
酸
素
要
求

海
域
又
は
湖
沼
に
あ
っ
て
は
、
Ｃ
Ｏ
Ｄ

量
（
以
下
こ
の
項
に
お
い
て
「
Ｃ
Ｏ
Ｄ
」
と
い
う
。

に
つ
い
て
適
切
な
式
を
用
い
た
理
論
計

）
の
状
況

算
、
統
計
的
手
法
又
は
事
例
の
引
用
若
し

Ｂ
河
川
に
あ
っ
て
は
、
流
れ
の
状
況

く
は
解
析

Ｂ
水
質
規
制
の
状
況

２
予
測
地
域

２
調
査
の
基
本
的
な
手
法

Ｂ
河
川
に
あ
っ
て
は
、調
査
地
域
の
う
ち
、

Ｂ
文
献
そ
の
他
の
資
料
及
び
現
地
調
査
に
よ
る
情
報

Ｂ
Ｏ
Ｄ
の
拡
散
等
の
特
性
を
踏
ま
え
、
水

の
収
集
並
び
に
当
該
情
報
の
整
理
及
び
解
析

の
汚
れ
に
係
る
環
境
影
響
を
受
け
る
お
そ

３
調
査
地
域

れ
が
あ
る
地
域

Ｂ
河
川
に
あ
っ
て
は
、
Ｂ
Ｏ
Ｄ
の
拡
散
等
の
特
性
を

海
域
又
は
湖
沼
に
あ
っ
て
は
、
調
査
地

踏
ま
え
、
水
の
汚
れ
に
係
る
環
境
影
響
を
受
け
る
お

域
の
う
ち
、
Ｃ
Ｏ
Ｄ
の
拡
散
等
の
特
性
を

そ
れ
が
あ
る
地
域

踏
ま
え
、
水
の
汚
れ
に
係
る
環
境
影
響
を

海
域
又
は
湖
沼
に
あ
っ
て
は
、
Ｃ
Ｏ
Ｄ
の
拡
散
等

受
け
る
お
そ
れ
が
あ
る
地
域

の
特
性
を
踏
ま
え
、
水
の
汚
れ
に
係
る
環
境
影
響
を
３

予
測
地
点
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受
け
る
お
そ
れ
が
あ
る
地
域

Ｂ
河
川
に
あ
っ
て
は
、
Ｂ
Ｏ
Ｄ
の
拡
散
等

４
調
査
地
点

の
特
性
を
踏
ま
え
、
予
測
地
域
に
お
け
る

Ｂ
河
川
に
あ
っ
て
は
、
Ｂ
Ｏ
Ｄ
の
拡
散
等
の
特
性
を

水
の
汚
れ
に
係
る
環
境
影
響
を
的
確
に
把

踏
ま
え
、
調
査
地
域
に
お
け
る
水
の
汚
れ
に
係
る
環

握
で
き
る
地
点
、
下
流
の
環
境
基
準
点
及

境
影
響
を
予
測
し
、
及
び
評
価
す
る
た
め
に
必
要
な

び
水
道
原
水
の
取
水
地
点

情
報
を
適
切
か
つ
効
果
的
に
把
握
で
き
る
地
点

海
域
又
は
湖
沼
に
あ
っ
て
は
、
Ｃ
Ｏ
Ｄ

海
域
又
は
湖
沼
に
あ
っ
て
は
、
Ｃ
Ｏ
Ｄ
の
拡
散
等

の
拡
散
等
の
特
性
を
踏
ま
え
、
予
測
地
域

の
特
性
を
踏
ま
え
、
調
査
地
域
に
お
け
る
水
の
汚
れ

に
お
け
る
水
の
汚
れ
に
係
る
環
境
影
響
を

に
係
る
環
境
影
響
を
予
測
し
、
及
び
評
価
す
る
た
め

的
確
に
把
握
で
き
る
地
点
及
び
水
域
の
環

に
必
要
な
情
報
を
適
切
か
つ
効
果
的
に
把
握
で
き
る

境
基
準
点

地
点

４
予
測
対
象
時
期
等

５
調
査
期
間
等

Ｂ
水
の
汚
れ
に
係
る
環
境
影
響
が
最
大
に

Ｂ
河
川
に
あ
っ
て
は
、
Ｂ
Ｏ
Ｄ
の
拡
散
等
の
特
性
を

な
る
時
期
及
び
事
業
活
動
等
が
定
常
状
態

踏
ま
え
、
調
査
地
域
に
お
け
る
水
の
汚
れ
に
係
る
環

に
な
る
時
期

境
影
響
を
予
測
し
、
及
び
評
価
す
る
た
め
に
必
要
な

情
報
を
適
切
か
つ
効
果
的
に
把
握
で
き
る
期
間
及
び

時
期 海
域
又
は
湖
沼
に
あ
っ
て
は
、
Ｃ
Ｏ
Ｄ
の
拡
散
等

の
特
性
を
踏
ま
え
、
調
査
地
域
に
お
け
る
水
の
汚
れ

に
係
る
環
境
影
響
を
予
測
し
、
及
び
評
価
す
る
た
め

に
必
要
な
情
報
を
適
切
か
つ
効
果
的
に
把
握
で
き
る

期
間
及
び
時
期

水
温

Ｂ
１

ダ
ム
の
供
用
及
び
１

調
査
す
べ
き
情
報

１
予
測
の
基
本
的
な
手
法

貯
水
池
の
存
在

Ｂ
水
温
の
状
況

Ｂ
熱
の
収
支
に
関
す
る
計
算
、
数
理
モ
デ

２
温
排
水
を
発
生
す

Ｂ
流
れ
の
状
況

ル
に
よ
る
数
値
計
算
、
水
理
模
型
実
験
又

る
施
設
の
稼
働

Ｂ
気
象
の
状
況

は
事
例
の
引
用
若
し
く
は
解
析

２
調
査
の
基
本
的
な
手
法

２
予
測
地
域

Ｂ
文
献
そ
の
他
の
資
料
及
び
現
地
調
査
に
よ
る
情
報

Ｂ
調
査
地
域
の
う
ち
、
水
温
の
変
化
の
特

の
収
集
並
び
に
当
該
情
報
の
整
理
及
び
解
析

性
及
び
流
れ
の
状
況
の
特
性
を
踏
ま
え
、

３
調
査
地
域

水
温
に
係
る
環
境
影
響
を
受
け
る
お
そ
れ

Ｂ
水
温
の
変
化
の
特
性
及
び
流
れ
の
状
況
の
特
性
を

が
あ
る
地
域

踏
ま
え
、
水
温
に
係
る
環
境
影
響
を
受
け
る
お
そ
れ
３

予
測
地
点

が
あ
る
地
域
並
び
に
当
該
地
域
よ
り
上
流
の
地
域
で

Ｂ
水
温
の
変
化
の
特
性
及
び
流
れ
の
状
況

、
当
該
地
域
の
水
温
を
予
測
し
、
及
び
評
価
す
る
た

の
特
性
を
踏
ま
え
、
予
測
地
域
に
お
け
る

め
に
必
要
な
地
域

水
温
に
係
る
環
境
影
響
を
的
確
に
把
握
で

Ｂ
冷
却
水
の
取
水
口
前
面

き
る
地
点

４
調
査
地
点

４
予
測
対
象
時
期
等

Ｂ
水
温
の
変
化
の
特
性
及
び
流
れ
の
状
況
の
特
性
を

Ｂ
水
温
に
係
る
環
境
影
響
が
最
大
に
な
る

踏
ま
え
、
調
査
地
域
に
お
け
る
水
温
に
係
る
環
境
影

時
期
並
び
に
施
設
等
の
運
転
及
び
供
用
開

響
を
予
測
し
、
及
び
評
価
す
る
た
め
に
適
切
か
つ
効

始
後
定
常
状
態
に
な
る
時
期

果
的
な
地
点

５
調
査
期
間
等

Ｂ
水
温
の
変
化
の
特
性
及
び
流
れ
の
状
況
の
特
性
を

踏
ま
え
、
調
査
地
域
に
お
け
る
水
温
に
係
る
環
境
影

響
を
予
測
し
、
及
び
評
価
す
る
た
め
に
必
要
な
情
報

を
適
切
か
つ
効
果
的
に
把
握
で
き
る
期
間
及
び
時
期

富
栄
養
化
Ｂ
１

汚
水
を
発
生
す
る
１

調
査
す
べ
き
情
報

１
予
測
の
基
本
的
な
手
法

施
設
の
稼
働

Ｂ
富
栄
養
化
現
象
の
発
生
状
況

Ｂ
統
計
的
手
法
、
富
栄
養
化
に
係
る
物
質

２
貯
水
池
及
び
湛
水

Ｂ
全
窒
素
、
全
燐
及
び
有
機
物
の
流
入
状
況

の
収
支
に
関
す
る
計
算
又
は
事
例
の
引
用

り
ん

区
域
の
存
在

Ｂ
水
域
の
状
況

若
し
く
は
解
析

３
埋
立
地
及
び
干
拓

Ｂ
気
象
の
状
況

２
予
測
地
域

地
の
存
在

Ｂ
水
温
の
状
況

Ｂ
調
査
地
域
の
う
ち
、
水
域
の
特
性
及
び

Ｂ
水
質
規
制
の
状
況

富
栄
養
化
に
係
る
事
項
の
変
化
の
特
性
を

２
調
査
の
基
本
的
な
手
法

踏
ま
え
、
富
栄
養
化
に
係
る
環
境
影
響
を

Ｂ
文
献
そ
の
他
の
資
料
及
び
現
地
調
査
に
よ
る
情
報

受
け
る
お
そ
れ
が
あ
る
地
域
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の
収
集
並
び
に
当
該
情
報
の
整
理
及
び
解
析

３
予
測
地
点

３
調
査
地
域

Ｂ
水
域
の
特
性
及
び
富
栄
養
化
に
係
る
事

Ｂ
水
域
の
特
性
及
び
富
栄
養
化
に
係
る
事
項
の
変
化

項
の
変
化
の
特
性
を
踏
ま
え
、
予
測
地
域

の
特
性
を
踏
ま
え
、
富
栄
養
化
に
係
る
環
境
影
響
を

に
お
け
る
富
栄
養
化
に
係
る
環
境
影
響
を

受
け
る
お
そ
れ
が
あ
る
地
域
並
び
に
当
該
地
域
よ
り

的
確
に
把
握
で
き
る
地
点

上
流
の
地
域
で
、当
該
地
域
の
富
栄
養
化
を
予
測
し
、
４

予
測
対
象
時
期
等

及
び
評
価
す
る
た
め
に
必
要
な
地
域

Ｂ
富
栄
養
化
に
係
る
環
境
影
響
が
最
大
に

４
調
査
地
点

な
る
時
期
並
び
に
施
設
等
の
運
転
及
び
供

Ｂ
水
域
の
特
性
及
び
富
栄
養
化
に
係
る
事
項
の
変
化

用
開
始
後
定
常
状
態
に
な
る
時
期

の
特
性
を
踏
ま
え
、
調
査
地
域
に
お
け
る
富
栄
養
化

に
係
る
環
境
影
響
を
予
測
し
、
及
び
評
価
す
る
た
め

に
必
要
な
情
報
を
適
切
か
つ
効
果
的
に
把
握
で
き
る

地
点

５
調
査
期
間
等

Ｂ
水
域
の
特
性
及
び
富
栄
養
化
に
係
る
事
項
の
変
化

の
特
性
を
踏
ま
え
、
調
査
地
域
に
お
け
る
富
栄
養
化

に
係
る
環
境
影
響
を
予
測
し
、
及
び
評
価
す
る
た
め

に
必
要
な
情
報
を
適
切
か
つ
効
果
的
に
把
握
で
き
る

期
間
及
び
時
期

溶
存
酸
素
Ｂ
１

埋
立
地
及
び
干
拓
１

調
査
す
べ
き
情
報

１
予
測
の
基
本
的
な
手
法

地
の
存
在

Ｂ
溶
存
酸
素
量
の
状
況

Ｂ
溶
存
酸
素
量
の
物
質
の
収
支
に
関
す
る

２
多
量
の
排
水
を
発

Ｂ
水
温
の
状
況

計
算
又
は
事
例
の
引
用
若
し
く
は
解
析

生
す
る
施
設
の
稼
働

Ｂ
水
域
の
状
況

２
予
測
地
域

等
Ｂ

気
象
の
状
況

Ｂ
調
査
地
域
の
う
ち
、
水
域
の
特
性
及
び

２
調
査
の
基
本
的
な
手
法

溶
存
酸
素
量
の
変
化
の
特
性
を
踏
ま
え
、

Ｂ
文
献
そ
の
他
の
資
料
及
び
現
地
調
査
に
よ
る
情
報

溶
存
酸
素
に
係
る
環
境
影
響
を
受
け
る
お

の
収
集
並
び
に
当
該
情
報
の
整
理
及
び
解
析

そ
れ
が
あ
る
地
域

３
調
査
地
域

３
予
測
地
点

Ｂ
水
域
の
特
性
及
び
溶
存
酸
素
量
の
変
化
の
特
性
を

Ｂ
水
域
の
特
性
及
び
溶
存
酸
素
量
の
変
化

踏
ま
え
、
溶
存
酸
素
に
係
る
環
境
影
響
を
受
け
る
お

の
特
性
を
踏
ま
え
、
予
測
地
域
に
お
け
る

そ
れ
が
あ
る
地
域
並
び
に
当
該
地
域
よ
り
上
流
の
地

溶
存
酸
素
に
係
る
環
境
影
響
を
的
確
に
把

域
で
当
該
地
域
の
溶
存
酸
素
量
の
予
測
及
び
評
価
に

握
で
き
る
地
点

必
要
な
情
報
を
把
握
で
き
る
地
域

４
予
測
対
象
時
期
等

４
調
査
地
点

Ｂ
溶
存
酸
素
に
係
る
環
境
影
響
が
最
大
に

Ｂ
水
域
の
特
性
及
び
溶
存
酸
素
量
の
変
化
の
特
性
を

な
る
時
期
並
び
に
施
設
等
の
運
転
及
び
供

踏
ま
え
、
調
査
地
域
に
お
け
る
溶
存
酸
素
に
係
る
環

用
開
始
後
定
常
状
態
に
な
る
時
期

境
影
響
を
予
測
し
、
及
び
評
価
す
る
た
め
に
必
要
な

情
報
を
適
切
か
つ
効
果
的
に
把
握
で
き
る
地
点

５
調
査
期
間
等

Ｂ
水
域
の
特
性
及
び
溶
存
酸
素
量
の
変
化
の
特
性
を

踏
ま
え
、
調
査
地
域
に
お
け
る
溶
存
酸
素
に
係
る
環

境
影
響
を
予
測
し
、
及
び
評
価
す
る
た
め
に
必
要
な

情
報
を
適
切
か
つ
効
果
的
に
把
握
で
き
る
期
間
及
び

時
期

水
素
イ
オ
Ａ
１

ダ
ム
の
堤
体
等
の
１

調
査
す
べ
き
情
報

１
予
測
の
基
本
的
な
手
法

ン
濃
度

工
事

Ａ
･Ｂ

水
素
イ
オ
ン
濃
度
の
状
況

Ａ
事
例
の
引
用
又
は
解
析

Ｂ
２

下
水
道
終
末
処
理
Ａ
･Ｂ

水
域
の
状
況

Ｂ
水
素
イ
オ
ン
濃
度
に
つ
い
て
単
純
混
合

場
等
の
稼
働

Ａ
･Ｂ

気
象
の
状
況

式
を
用
い
た
理
論
計
算
又
は
事
例
の
引
用

２
調
査
の
基
本
的
な
手
法

若
し
く
は
解
析

Ａ
･Ｂ

文
献
そ
の
他
の
資
料
及
び
現
地
調
査
に
よ
る
情
報
２

予
測
地
域

の
収
集
並
び
に
当
該
情
報
の
整
理
及
び
解
析

Ａ
･Ｂ

調
査
地
域
の
う
ち
、
水
域
の
特
性
及
び

３
調
査
地
域

水
素
イ
オ
ン
濃
度
の
変
化
の
特
性
を
踏
ま

Ａ
ダ
ム
の
堤
体
の
工
事
実
施
区
域
及
び
そ
の
周
辺
の

え
、
水
素
イ
オ
ン
濃
度
に
係
る
環
境
影
響

区
域

を
受
け
る
お
そ
れ
が
あ
る
地
域

Ｂ
水
素
イ
オ
ン
濃
度
の
変
化
の
特
性
を
踏
ま
え
、
水
３

予
測
地
点
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素
イ
オ
ン
濃
度
に
係
る
環
境
影
響
を
受
け
る
お
そ
れ
Ａ
･Ｂ

水
域
の
特
性
及
び
水
素
イ
オ
ン
濃
度
の

が
あ
る
地
域

変
化
の
特
性
を
踏
ま
え
、
予
測
地
域
に
お

４
調
査
地
点

け
る
水
素
イ
オ
ン
濃
度
に
係
る
環
境
影
響

Ａ
･Ｂ

水
域
の
特
性
及
び
水
素
イ
オ
ン
濃
度
の
変
化
の
特

を
的
確
に
把
握
で
き
る
地
点

性
を
踏
ま
え
、
調
査
地
域
に
お
け
る
水
素
イ
オ
ン
濃
４

予
測
対
象
時
期
等

度
に
係
る
環
境
影
響
を
予
測
し
、
及
び
評
価
す
る
た
Ａ

工
事
に
よ
る
水
素
イ
オ
ン
濃
度
に
係
る

め
に
必
要
な
情
報
を
適
切
か
つ
効
果
的
に
把
握
で
き

環
境
影
響
が
最
大
と
な
る
時
期

る
地
点

Ｂ
水
素
イ
オ
ン
濃
度
に
係
る
環
境
影
響
が

５
調
査
期
間
等

最
大
に
な
る
時
期
及
び
下
水
道
終
末
処
理

Ａ
･Ｂ

水
域
の
特
性
及
び
水
素
イ
オ
ン
濃
度
の
変
化
の
特

場
等
の
稼
働
が
定
常
状
態
に
な
る
時
期

性
を
踏
ま
え
、
調
査
地
域
に
お
け
る
水
素
イ
オ
ン
濃

度
に
係
る
環
境
影
響
を
予
測
し
、
及
び
評
価
す
る
た

め
に
必
要
な
情
報
を
適
切
か
つ
効
果
的
に
把
握
で
き

る
期
間
及
び
時
期

水
質
に
係
Ｂ

ゴ
ル
フ
場
に
お
け
る
１

調
査
す
べ
き
情
報

１
予
測
の
基
本
的
な
手
法

る
農
薬

農
薬
の
散
布

Ｂ
予
測
し
、
評
価
を
行
う
農
薬
の
濃
度
の
状
況

Ｂ
事
例
の
引
用
又
は
解
析

Ｂ
河
川
に
あ
っ
て
は
、
流
れ
の
状
況

２
予
測
地
域

２
調
査
の
基
本
的
な
手
法

Ｂ
調
査
地
域
の
う
ち
、
農
薬
の
拡
散
等
の

Ｂ
文
献
そ
の
他
の
資
料
及
び
現
地
調
査
に
よ
る
情
報

特
性
を
踏
ま
え
、
農
薬
に
係
る
環
境
影
響

の
収
集
並
び
に
当
該
情
報
の
整
理
及
び
解
析

を
受
け
る
お
そ
れ
が
あ
る
地
域

３
調
査
地
域

３
予
測
地
点

Ｂ
農
薬
の
拡
散
等
の
特
性
を
踏
ま
え
、
農
薬
に
係
る

Ｂ
農
薬
の
拡
散
等
の
特
性
を
踏
ま
え
、
予

環
境
影
響
を
受
け
る
お
そ
れ
が
あ
る
地
域

測
地
域
に
お
け
る
農
薬
に
係
る
環
境
影
響

４
調
査
地
点

を
的
確
に
把
握
で
き
る
地
点
、
下
流
の
環

Ｂ
農
薬
の
拡
散
等
の
特
性
を
踏
ま
え
、
調
査
地
域
に

境
基
準
点
及
び
水
道
原
水
の
取
水
地
点

お
け
る
農
薬
に
係
る
環
境
影
響
を
予
測
し
、
及
び
評
４

予
測
対
象
時
期
等

価
す
る
た
め
に
必
要
な
情
報
を
適
切
か
つ
効
果
的
に

Ｂ
農
薬
を
使
用
す
る
時
期

把
握
で
き
る
地
点

５
調
査
期
間
等

Ｂ
農
薬
の
拡
散
等
の
特
性
を
踏
ま
え
、
調
査
地
域
に

お
け
る
農
薬
に
係
る
環
境
影
響
を
予
測
し
、
及
び
評

価
す
る
た
め
に
必
要
な
情
報
を
適
切
か
つ
効
果
的
に

把
握
で
き
る
期
間
及
び
時
期

水
質
に
係
Ｂ

人
の
健
康
及
び
動
植
１

調
査
す
べ
き
情
報

１
予
測
の
基
本
的
な
手
法

る
そ
の
他

物
の
生
息
・
生
育
に
対

Ｂ
予
測
し
、
評
価
を
行
う
化
学
物
質
の
濃
度
の
状
況

Ｂ
河
川
に
あ
っ
て
は
、
化
学
物
質
に
つ
い

の
化
学
物

し
有
害
な
化
学
物
質
の

Ｂ
河
川
に
あ
っ
て
は
、
流
れ
の
状
況

て
単
純
混
合
式
を
用
い
た
理
論
計
算
、
統

質
（
有
害

取
扱
い
及
び
製
造

２
調
査
の
基
本
的
な
手
法

計
的
手
法
又
は
事
例
の
引
用
若
し
く
は
解

物
質
）

Ｂ
文
献
そ
の
他
の
資
料
及
び
現
地
調
査
に
よ
る
情
報

析

の
収
集
並
び
に
当
該
情
報
の
整
理
及
び
解
析

海
域
又
は
湖
沼
に
あ
っ
て
は
、
化
学
物

３
調
査
地
域

質
に
つ
い
て
適
切
な
式
を
用
い
た
理
論
計

Ｂ
化
学
物
質
の
拡
散
等
の
特
性
を
踏
ま
え
、
化
学
物

算
、
統
計
的
手
法
又
は
事
例
の
引
用
若
し

質
に
係
る
環
境
影
響
を
受
け
る
お
そ
れ
が
あ
る
地
域

く
は
解
析

４
調
査
地
点

２
予
測
地
域

Ｂ
化
学
物
質
の
拡
散
等
の
特
性
を
踏
ま
え
、
調
査
地

Ｂ
調
査
地
域
の
う
ち
、
化
学
物
質
の
拡
散

域
に
お
け
る
化
学
物
質
に
係
る
環
境
影
響
を
予
測
し

等
の
特
性
を
踏
ま
え
、
化
学
物
質
に
係
る

、
及
び
評
価
す
る
た
め
に
必
要
な
情
報
を
適
切
か
つ

環
境
影
響
を
受
け
る
お
そ
れ
が
あ
る
地
域

効
果
的
に
把
握
で
き
る
地
点

３
予
測
地
点

５
調
査
期
間
等

Ｂ
化
学
物
質
の
拡
散
等
の
特
性
を
踏
ま
え

Ｂ
化
学
物
質
の
拡
散
等
の
特
性
を
踏
ま
え
、
調
査
地

、
予
測
地
域
に
お
け
る
化
学
物
質
に
係
る

域
に
お
け
る
化
学
物
質
に
係
る
環
境
影
響
を
予
測
し

環
境
影
響
を
的
確
に
把
握
で
き
る
地
点
、

、
及
び
評
価
す
る
た
め
に
必
要
な
情
報
を
適
切
か
つ

下
流
の
環
境
基
準
点
及
び
水
道
原
水
の
取

効
果
的
に
把
握
で
き
る
期
間
及
び
時
期

水
地
点

４
予
測
対
象
時
期
等

Ｂ
化
学
物
質
に
係
る
環
境
影
響
が
最
大
に
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な
る
時
期
及
び
事
業
活
動
等
が
定
常
状
態

に
な
る
時
期

底
質

Ａ
海
域
等
の
し
ゅ
ん
せ
１

調
査
す
べ
き
情
報

１
予
測
の
基
本
的
な
手
法

つ
工
事

Ａ
有
害
物
質
に
係
る
底
質
の
状
況

Ａ
有
害
物
質
に
係
る
底
質
の
状
況
を
踏
ま

２
調
査
の
基
本
的
な
手
法

え
た
事
例
の
引
用
又
は
解
析

Ａ
文
献
そ
の
他
の
資
料
及
び
現
地
調
査
に
よ
る
情
報
２

予
測
地
域

の
収
集
並
び
に
当
該
情
報
の
整
理
及
び
解
析

Ａ
有
害
物
質
の
拡
散
の
特
性
を
踏
ま
え
、

３
調
査
地
域

有
害
物
質
に
よ
る
底
質
に
係
る
環
境
影
響

Ａ
し
ゅ
ん
せ
つ
工
事
を
行
う
区
域

を
受
け
る
お
そ
れ
が
あ
る
地
域

４
調
査
地
点

３
予
測
地
点

Ａ
有
害
物
質
の
拡
散
の
特
性
を
踏
ま
え
、
調
査
地
域
Ａ

有
害
物
質
の
拡
散
等
の
特
性
を
踏
ま
え

に
お
け
る
有
害
物
質
に
よ
る
底
質
に
係
る
環
境
影
響

、
予
測
地
域
に
お
け
る
有
害
物
質
に
よ
る

を
予
測
し
、
及
び
評
価
す
る
た
め
に
必
要
な
情
報
を

底
質
に
係
る
環
境
影
響
を
的
確
に
把
握
で

適
切
か
つ
効
果
的
に
把
握
で
き
る
地
点

き
る
地
点

５
調
査
期
間
等

４
予
測
対
象
時
期
等

Ａ
有
害
物
質
の
拡
散
の
特
性
を
踏
ま
え
、
調
査
地
域
Ａ

し
ゅ
ん
せ
つ
工
事
に
伴
う
有
害
物
質
に

に
お
け
る
有
害
物
質
に
よ
る
底
質
に
係
る
環
境
影
響

よ
る
底
質
に
係
る
環
境
影
響
が
最
大
と
な

を
予
測
し
、
及
び
評
価
す
る
た
め
に
必
要
な
情
報
を

る
時
期

適
切
か
つ
効
果
的
に
把
握
で
き
る
時
期

地
下
水
の
Ｂ

地
下
水
を
揚
水
す
る
１

調
査
す
べ
き
情
報

１
予
測
の
基
本
的
な
手
法

水
位

施
設
の
稼
働

Ｂ
地
下
水
の
水
位
の
状
況

Ｂ
地
下
水
の
水
理
に
関
す
る
解
析
又
は
事

Ｂ
地
形
・
地
質
の
状
況

例
の
引
用
若
し
く
は
解
析

Ｂ
地
下
水
の
利
用
状
況

２
予
測
地
域

２
調
査
の
基
本
的
な
手
法

Ｂ
調
査
地
域
の
う
ち
、
地
形
・
地
質
及
び

Ｂ
文
献
そ
の
他
の
資
料
及
び
現
地
調
査
に
よ
る
情
報

地
下
水
の
利
用
状
況
の
特
性
を
踏
ま
え
、

の
収
集
並
び
に
当
該
情
報
の
整
理
及
び
解
析

地
下
水
の
水
位
に
係
る
環
境
影
響
を
受
け

３
調
査
地
域

る
お
そ
れ
が
あ
る
地
域

Ｂ
地
形
・
地
質
の
特
性
及
び
地
下
水
の
利
用
状
況
を
３

予
測
地
点

踏
ま
え
、
地
下
水
の
水
位
に
係
る
環
境
影
響
を
受
け

Ｂ
地
形
・
地
質
の
特
性
及
び
地
下
水
の
利

る
お
そ
れ
が
あ
る
地
域

用
状
況
を
踏
ま
え
、
予
測
地
域
に
お
け
る

４
調
査
地
点

地
下
水
の
水
位
に
係
る
環
境
影
響
を
的
確

Ｂ
地
形
・
地
質
の
特
性
及
び
地
下
水
の
利
用
状
況
を

に
把
握
で
き
る
地
点

踏
ま
え
、
調
査
地
域
に
お
け
る
地
下
水
の
水
位
に
係
４

予
測
対
象
時
期
等

る
環
境
影
響
を
予
測
し
、
及
び
評
価
す
る
た
め
に
必

Ｂ
地
下
水
の
水
位
に
係
る
環
境
影
響
が
最

要
な
情
報
を
適
切
か
つ
効
果
的
に
把
握
で
き
る
地
点

大
と
な
る
時
期
及
び
事
業
活
動
等
が
定
常

５
調
査
期
間
等

状
態
に
な
る
時
期

Ｂ
地
形
・
地
質
の
特
性
及
び
地
下
水
の
利
用
状
況
を

踏
ま
え
、
調
査
地
域
に
お
け
る
地
下
水
の
水
位
に
係

る
環
境
影
響
を
予
測
し
、
及
び
評
価
す
る
た
め
に
必

要
な
情
報
を
適
切
か
つ
効
果
的
に
把
握
で
き
る
期
間

及
び
時
期

重
要
な
地
Ａ
１

工
事
用
道
路
の
設
１

調
査
す
べ
き
情
報

１
予
測
の
基
本
的
な
手
法

形
・
地
質

置
Ａ
･Ｂ

地
形
及
び
地
質
の
状
況

Ａ
･Ｂ

重
要
な
地
形
及
び
地
質
に
つ
い
て
、
分

Ｂ
２

地
形
の
改
変

Ａ
･Ｂ

重
要
な
地
形
及
び
地
質
の
分
布
、
状
態
及
び
特
性

布
、
成
立
環
境
の
改
変
の
程
度
を
踏
ま
え

３
埋
立
地
、
干
拓
地
２

調
査
の
基
本
的
な
手
法

た
事
例
の
引
用
又
は
解
析

等
の
存
在

Ａ
･Ｂ

文
献
そ
の
他
の
資
料
及
び
現
地
調
査
に
よ
る
情
報
２

予
測
地
域

の
収
集
並
び
に
当
該
情
報
の
整
理
及
び
解
析

Ａ
･Ｂ

調
査
地
域
の
う
ち
、
地
形
及
び
地
質
の

３
調
査
地
域

特
性
を
踏
ま
え
、
重
要
な
地
形
及
び
地
質

Ａ
･Ｂ

事
業
実
施
区
域
及
び
そ
の
周
辺
の
区
域

に
係
る
環
境
影
響
を
受
け
る
お
そ
れ
が
あ

４
調
査
地
点

る
地
域

Ａ
･Ｂ

地
形
及
び
地
質
の
特
性
を
踏
ま
え
、
調
査
地
域
に
３

予
測
対
象
時
期
等

お
け
る
重
要
な
地
形
及
び
地
質
に
係
る
環
境
影
響
を
Ａ
･Ｂ

地
形
及
び
地
質
の
特
性
を
踏
ま
え
、
重

予
測
し
、
及
び
評
価
す
る
た
め
に
必
要
な
情
報
を
適

要
な
地
形
及
び
地
質
に
係
る
環
境
影
響
を

切
か
つ
効
果
的
に
把
握
で
き
る
地
点

的
確
に
把
握
で
き
る
時
期

５
調
査
期
間
等
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Ａ
･Ｂ

地
形
及
び
地
質
の
特
性
を
踏
ま
え
、
調
査
地
域
に

お
け
る
重
要
な
地
形
及
び
地
質
に
係
る
環
境
影
響
を

予
測
し
、
及
び
評
価
す
る
た
め
に
必
要
な
情
報
を
適

切
か
つ
効
果
的
に
把
握
で
き
る
時
期

地
盤
沈
下
Ｂ

地
下
水
の
水
位
の
低
１

調
査
す
べ
き
情
報

１
予
測
の
基
本
的
な
手
法

下
Ｂ

地
下
水
の
水
位
の
低
下
に
よ
る
地
盤
沈
下
の
状
況

Ｂ
地
下
水
の
水
理
に
関
す
る
解
析
、
地
盤

Ｂ
地
下
水
の
水
位
の
状
況

の
圧
密
に
関
す
る
解
析
又
は
事
例
の
引
用

Ｂ
地
質
の
状
況

若
し
く
は
解
析

Ｂ
地
下
水
の
利
用
状
況

２
予
測
地
域

２
調
査
の
基
本
的
な
手
法

Ｂ
調
査
地
域
の
う
ち
、
地
質
の
特
性
を
踏

Ｂ
文
献
そ
の
他
の
資
料
及
び
現
地
調
査
に
よ
る
情
報

ま
え
、
地
下
水
の
水
位
の
低
下
に
よ
る
地

の
収
集
並
び
に
当
該
情
報
の
整
理
及
び
解
析

盤
沈
下
に
係
る
環
境
影
響
を
受
け
る
お
そ

３
調
査
地
域

れ
が
あ
る
地
域

Ｂ
地
質
の
特
性
を
踏
ま
え
、
地
下
水
の
水
位
の
低
下
３

予
測
地
点

に
よ
る
地
盤
沈
下
に
係
る
環
境
影
響
を
受
け
る
お
そ

Ｂ
地
質
の
特
性
を
踏
ま
え
、
予
測
地
域
に

れ
が
あ
る
地
域

お
け
る
地
下
水
の
水
位
の
低
下
に
よ
る
地

４
調
査
地
点

盤
沈
下
に
係
る
環
境
影
響
を
的
確
に
把
握

Ｂ
地
質
の
特
性
を
踏
ま
え
、
調
査
地
域
に
お
け
る
地

で
き
る
地
点

下
水
の
水
位
の
低
下
に
よ
る
地
盤
沈
下
に
係
る
環
境
４

予
測
対
象
時
期
等

影
響
を
予
測
し
、
及
び
評
価
す
る
た
め
に
必
要
な
情

Ｂ
地
下
水
の
水
位
が
定
常
状
態
に
な
る
時

報
を
適
切
か
つ
効
果
的
に
把
握
で
き
る
地
点

期

５
調
査
期
間
等

Ｂ
地
質
の
特
性
を
踏
ま
え
、
調
査
地
域
に
お
け
る
地

下
水
の
水
位
の
低
下
に
よ
る
地
盤
沈
下
に
係
る
環
境

影
響
を
予
測
し
、
及
び
評
価
す
る
た
め
に
必
要
な
情

報
を
適
切
か
つ
効
果
的
に
把
握
で
き
る
期
間
及
び
時

期

土
壌
汚
染
Ａ
１

汚
染
さ
れ
た
土
壌
１

調
査
す
べ
き
情
報

１
予
測
の
基
本
的
な
手
法

（
有
害
物

の
存
在
及
び
移
動

Ａ
･Ｂ

計
画
地
等
の
土
壌
の
汚
染
状
況

Ａ
･Ｂ

事
例
の
引
用
又
は
解
析

質
）

Ｂ
２

有
害
物
質
の
取
扱
Ａ
･Ｂ

計
画
地
等
の
土
地
利
用
の
経
緯

２
予
測
地
域

い
及
び
製
造

２
調
査
の
基
本
的
な
手
法

Ａ
･Ｂ

土
壌
汚
染
に
係
る
環
境
影
響
を
受
け
る

Ａ
･Ｂ

文
献
そ
の
他
の
資
料
及
び
現
地
調
査

お
そ
れ
が
あ
る
地
域

に
よ
る
情
報
の
収
集
並
び
に
当
該
情
報
の
整
理
及
び
３

予
測
地
点

解
析

Ａ
･Ｂ

土
壌
汚
染
に
係
る
環
境
影
響
を
的
確
に

３
調
査
地
域

把
握
で
き
る
地
点

Ａ
･Ｂ

事
業
実
施
区
域

４
予
測
対
象
時
期
等

４
調
査
地
点

Ａ
･Ｂ

土
壌
汚
染
に
係
る
環
境
影
響
を
的
確
に

Ａ
･Ｂ

土
壌
汚
染
の
特
性
を
踏
ま
え
、
調
査
地
域
に
お
け

把
握
で
き
る
時
期

る
土
壌
汚
染
に
係
る
環
境
影
響
を
予
測
し
、
及
び
評

価
す
る
た
め
に
必
要
な
情
報
を
適
切
か
つ
効
果
的
に

把
握
で
き
る
地
点

５
調
査
期
間
等

Ａ
･Ｂ

土
壌
汚
染
の
特
性
を
踏
ま
え
、
調
査
地
域
に
お
け

る
土
壌
汚
染
に
係
る
環
境
影
響
を
予
測
し
、
及
び
評

価
す
る
た
め
に
必
要
な
情
報
を
適
切
か
つ
効
果
的
に

把
握
で
き
る
時
期

日
照
阻
害
Ｂ

嵩
上
げ
式
の
道
路
、
１

調
査
す
べ
き
情
報

１
予
測
の
基
本
的
な
手
法

鉄
道
及
び
軌
道
の
存
在

Ｂ
土
地
利
用
の
状
況

Ｂ
等
時
間
の
日
影
線
を
描
い
た
日
影
図
の

Ｂ
地
形
の
状
況

作
成

２
調
査
の
基
本
的
な
手
法

２
予
測
地
域

Ｂ
文
献
そ
の
他
の
資
料
に
よ
る
情
報
の
収
集
及
び
当

Ｂ
調
査
地
域
の
う
ち
、
土
地
利
用
及
び
地

該
情
報
の
整
理

形
の
特
性
を
踏
ま
え
、
日
照
阻
害
に
係
る

３
調
査
地
域

環
境
影
響
を
受
け
る
お
そ
れ
が
あ
る
地
域

Ｂ
土
地
利
用
及
び
地
形
の
特
性
を
踏
ま
え
、
日
照
阻
３

予
測
地
点

害
に
係
る
環
境
影
響
を
受
け
る
お
そ
れ
が
あ
る
地
域

Ｂ
土
地
利
用
及
び
地
形
の
特
性
を
踏
ま
え
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４
調
査
期
間
等

、
予
測
地
域
に
お
け
る
日
照
阻
害
に
係
る

Ｂ
土
地
利
用
の
状
況
及
び
地
形
の
状
況
に
係
る
必
要

環
境
影
響
を
的
確
に
把
握
で
き
る
地
点

な
情
報
を
適
切
に
把
握
す
る
こ
と
が
で
き
る
時
期

４
予
測
対
象
時
期
等

Ｂ
嵩
上
げ
式
の
道
路
、
鉄
道
及
び
軌
道
の

設
置
が
完
了
す
る
時
期

植
物
に
係
Ａ
１

造
成
等
の
施
工

１
調
査
す
べ
き
情
報

１
予
測
の
基
本
的
な
手
法

る
重
要
な
Ｂ
２

地
形
の
改
変

Ａ
･Ｂ

陸
域
に
あ
っ
て
は
、
種
子
植
物
そ
の
他
の
主
な
植
Ａ
･Ｂ

重
要
な
種
及
び
群
落
に
つ
い
て
、
分
布

種
及
び
群

３
宅
地
等
の
存
在

物
に
係
る
植
物
相
及
び
植
生
の
状
況

又
は
生
育
環
境
の
改
変
の
程
度
及
び
地
域

落
４

施
設
の
稼
働
等

海
域
に
あ
っ
て
は
、
海
藻
・
海
草
類
そ
の
他
の
主

特
性
を
十
分
踏
ま
え
た
事
例
の
引
用
又
は

な
植
物
に
係
る
植
物
相
及
び
植
生
の
状
況

解
析

Ａ
･Ｂ

植
物
の
重
要
な
種
及
び
群
落
の
分
布
、
生
育
の
状
２

予
測
地
域

況
及
び
生
育
環
境
の
状
況

Ａ
･Ｂ

調
査
地
域
の
う
ち
、
植
物
の
生
育
及
び

２
調
査
の
基
本
的
な
手
法

植
生
の
特
性
を
踏
ま
え
、
重
要
な
種
及
び

Ａ
･Ｂ

文
献
そ
の
他
の
資
料
及
び
現
地
調
査
に
よ
る
情
報

群
落
に
係
る
環
境
影
響
を
受
け
る
お
そ
れ

の
収
集
並
び
に
当
該
情
報
の
整
理
及
び
解
析

が
あ
る
地
域

３
調
査
地
域

３
予
測
対
象
時
期
等

Ａ
･Ｂ

事
業
実
施
区
域
及
び
そ
の
周
辺
の
区
域

Ａ
･Ｂ

植
物
の
生
育
及
び
植
生
の
特
性
を
踏
ま

４
調
査
地
点

え
、
重
要
な
種
及
び
群
落
に
係
る
環
境
影

Ａ
･Ｂ

植
物
の
生
育
及
び
植
生
の
特
性
を
踏
ま
え
、
調
査

響
を
的
確
に
把
握
で
き
る
時
期

地
域
に
お
け
る
重
要
な
種
及
び
群
落
に
係
る
環
境
影

響
を
予
測
し
、
及
び
評
価
す
る
た
め
に
必
要
な
情
報

を
適
切
か
つ
効
果
的
に
把
握
で
き
る
地
点
又
は
経
路

５
調
査
期
間
等

Ａ
･Ｂ

植
物
の
生
育
及
び
植
生
の
特
性
を
踏
ま
え
、
調
査

地
域
に
お
け
る
重
要
な
種
及
び
群
落
に
係
る
環
境
影

響
を
予
測
し
、
及
び
評
価
す
る
た
め
に
必
要
な
情
報

を
適
切
か
つ
効
果
的
に
把
握
で
き
る
期
間
、
時
期
及

び
時
間
帯

動
物
に
係
Ａ
１

造
成
等
の
施
工

１
調
査
す
べ
き
情
報

１
予
測
の
基
本
的
な
手
法

る
重
要
な
Ｂ
２

地
形
の
改
変

Ａ
･Ｂ

脊
椎
動
物
、
昆
虫
類
そ
の
他
主
な
陸
生
動
物
及
び
Ａ
･Ｂ

重
要
な
種
及
び
注
目
す
べ
き
生
息
地
に

種
及
び
注

３
宅
地
等
の
存
在

主
な
水
性
動
物
に
係
る
動
物
相
の
状
況

つ
い
て
、
分
布
又
は
生
息
環
境
の
改
変
の

目
す
べ
き

４
施
設
の
稼
働
等

Ａ
･Ｂ

動
物
の
重
要
な
種
の
分
布
、
生
息
の
状
況
及
び
生

程
度
及
び
地
域
特
性
を
踏
ま
え
た
事
例
の

生
息
地

息
環
境
の
状
況

引
用
又
は
解
析

Ａ
･Ｂ

注
目
す
べ
き
生
息
地
の
分
布
、
当
該
生
息
地
に
お
２

予
測
地
域

け
る
種
の
生
息
の
状
況
及
び
生
息
環
境
の
状
況

Ａ
･Ｂ

調
査
地
域
の
う
ち
、
動
物
（
水
生
生
物

２
調
査
の
基
本
的
な
手
法

を
含
む
。）
の
生
息
の
特
性
を
踏
ま
え
、

Ａ
･Ｂ

文
献
そ
の
他
の
資
料
及
び
現
地
調
査
に
よ
る
情
報

重
要
な
種
及
び
注
目
す
べ
き
生
息
地
に
係

の
収
集
並
び
に
当
該
情
報
の
整
理
及
び
解
析

る
環
境
影
響
を
受
け
る
お
そ
れ
が
あ
る
地

３
調
査
地
域

域

Ａ
･Ｂ

事
業
実
施
区
域
及
び
そ
の
周
辺
の
区
域

３
予
測
対
象
時
期
等

４
調
査
地
点

Ａ
･Ｂ

動
物
（
水
生
生
物
を
含
む
。）
の
生
息

Ａ
･Ｂ

動
物
（
水
生
生
物
を
含
む
。）
の
生
息
の
特
性
を

の
特
性
を
踏
ま
え
、
重
要
な
種
及
び
注
目

踏
ま
え
、
調
査
地
域
に
お
け
る
重
要
な
種
及
び
注
目

す
べ
き
生
息
地
に
係
る
環
境
影
響
を
的
確

す
べ
き
生
息
地
に
係
る
環
境
影
響
を
予
測
し
、
及
び

に
把
握
で
き
る
時
期

評
価
す
る
た
め
に
必
要
な
情
報
を
適
切
か
つ
効
果
的

に
把
握
で
き
る
地
点
又
は
経
路

５
調
査
期
間
等

Ａ
･Ｂ

動
物
（
水
生
生
物
を
含
む
。）
の
生
息
の
特
性
を

踏
ま
え
、
調
査
地
域
に
お
け
る
重
要
な
種
及
び
注
目

す
べ
き
生
息
地
に
係
る
環
境
影
響
を
予
測
し
、
及
び

評
価
す
る
た
め
に
必
要
な
情
報
を
適
切
か
つ
効
果
的

に
把
握
で
き
る
期
間
、
時
期
及
び
時
間
帯

地
域
を
特
Ａ
１

造
成
等
の
施
工

１
調
査
す
べ
き
情
報

１
予
測
の
基
本
的
な
手
法

徴
づ
け
る
Ｂ
２

地
形
の
改
変

Ａ
･Ｂ

動
植
物
そ
の
他
の
自
然
環
境
に
係
る
状
況

Ａ
･Ｂ

注
目
種
等
に
つ
い
て
、
分
布
、
生
息
又

生
態
系

３
宅
地
等
の
存
在

Ａ
･Ｂ

複
数
の
注
目
種
等
（
地
域
を
特
徴
づ
け
る
生
態
系

は
生
育
環
境
の
改
変
の
程
度
及
び
地
域
特
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４
施
設
の
稼
働
等

に
関
し
、
上
位
性
、
典
型
性
及
び
特
殊
性
の
視
点
か

性
を
踏
ま
え
た
事
例
の
引
用
又
は
解
析

ら
注
目
さ
れ
る
動
植
物
の
種
又
は
生
物
群
集
を
い
う
２

予
測
地
域

。）
の
生
態
、
生
活
史
、
他
の
動
植
物
と
の
関
係
又

Ａ
･Ｂ

調
査
地
域
の
う
ち
、
動
植
物
そ
の
他
の

は
生
息
環
境
若
し
く
は
生
育
環
境
の
状
況
（
対
象
種

自
然
環
境
の
特
性
及
び
注
目
種
等
の
特
性

の
生
存
に
不
可
欠
な
関
連
情
報
等
を
含
む
）

を
踏
ま
え
、
注
目
種
等
に
係
る
環
境
影
響

２
調
査
の
基
本
的
な
手
法

を
受
け
る
お
そ
れ
が
あ
る
地
域

Ａ
･Ｂ

文
献
そ
の
他
の
資
料
及
び
現
地
調
査
に
よ
る
情
報
３

予
測
対
象
時
期
等

の
収
集
並
び
に
当
該
情
報
の
整
理
及
び
解
析

Ａ
･Ｂ

動
植
物
そ
の
他
の
自
然
環
境
の
特
性
及

３
調
査
地
域

び
注
目
種
等
の
特
性
を
踏
ま
え
、
注
目
種

Ａ
･Ｂ

事
業
実
施
区
域
及
び
そ
の
周
辺
の
区
域

等
に
係
る
環
境
影
響
を
的
確
に
把
握
で
き

４
調
査
地
点

る
時
期

Ａ
･Ｂ

動
植
物
そ
の
他
の
自
然
環
境
の
特
性
及
び
注
目
種

等
の
特
性
を
踏
ま
え
、
調
査
地
域
に
お
け
る
注
目
種

等
に
係
る
環
境
影
響
を
予
測
し
、
及
び
評
価
す
る
た

め
に
必
要
な
情
報
を
適
切
か
つ
効
果
的
に
把
握
で
き

る
地
点
又
は
経
路

５
調
査
期
間
等

Ａ
･Ｂ

動
植
物
そ
の
他
の
自
然
環
境
の
特
性
及
び
注
目
種

等
の
特
性
を
踏
ま
え
、
調
査
地
域
に
お
け
る
注
目
種

等
に
係
る
環
境
影
響
を
予
測
し
、
及
び
評
価
す
る
た

め
に
必
要
な
情
報
を
適
切
か
つ
効
果
的
に
把
握
で
き

る
期
間
、
時
期
及
び
時
間
帯

主
要
な
眺
Ｂ
１

地
形
の
改
変

１
調
査
す
べ
き
情
報

１
予
測
の
基
本
的
な
手
法

望
点
及
び

２
宅
地
及
び
工
作
物

Ｂ
主
要
な
眺
望
点
の
状
況

Ｂ
主
要
な
眺
望
点
及
び
景
観
資
源
に
つ
い

景
観
資
源

等
の
存
在

Ｂ
景
観
資
源
の
状
況

て
、
分
布
の
改
変
の
程
度
を
踏
ま
え
た
事

並
び
に
主

Ｂ
主
要
な
眺
望
景
観
の
状
況

例
の
引
用
又
は
解
析

要
な
眺
望

２
調
査
の
基
本
的
な
手
法

Ｂ
主
要
な
眺
望
景
観
に
つ
い
て
、
完
成
予

景
観

Ｂ
文
献
そ
の
他
の
資
料
及
び
現
地
調
査
に
よ
る
情
報

想
図
、
フ
ォ
ト
モ
ン
タ
ー
ジ
ュ
法
そ
の
他

の
収
集
並
び
に
当
該
情
報
の
整
理
及
び
解
析

の
視
覚
的
な
表
現
方
法

３
調
査
地
域

２
予
測
地
域

Ｂ
事
業
実
施
区
域
及
び
そ
の
周
辺
の
区
域

Ｂ
調
査
地
域
の
う
ち
、
景
観
の
特
性
を
踏

４
調
査
地
点

ま
え
、
主
要
な
眺
望
点
及
び
景
観
資
源
並

Ｂ
調
査
地
域
に
お
け
る
景
観
の
特
性
を
踏
ま
え
、
調

び
に
主
要
な
眺
望
景
観
に
係
る
環
境
影
響

査
地
域
に
お
け
る
主
要
な
眺
望
点
及
び
景
観
資
源
並

を
受
け
る
お
そ
れ
が
あ
る
地
域

び
に
主
要
な
眺
望
景
観
に
係
る
環
境
影
響
を
予
測
し
３

予
測
対
象
時
期
等

、
及
び
評
価
す
る
た
め
に
必
要
な
情
報
を
適
切
か
つ

Ｂ
景
観
の
特
性
を
踏
ま
え
、
主
要
な
眺
望

効
果
的
に
把
握
で
き
る
地
点

点
及
び
景
観
資
源
並
び
に
主
要
な
眺
望
景

５
調
査
期
間
等

観
に
係
る
環
境
影
響
を
的
確
に
把
握
で
き

Ｂ
調
査
地
域
に
お
け
る
景
観
の
特
性
を
踏
ま
え
、
調

る
時
期

査
地
域
に
お
け
る
主
要
な
眺
望
点
及
び
景
観
資
源
並

び
に
主
要
な
眺
望
景
観
に
係
る
環
境
影
響
を
予
測
し

、
及
び
評
価
す
る
た
め
に
必
要
な
情
報
を
適
切
か
つ

効
果
的
に
把
握
で
き
る
期
間
、
時
期
及
び
時
間
帯

人
と
自
然
Ａ
１

水
域
に
お
け
る
各
１

調
査
す
べ
き
情
報

１
予
測
の
基
本
的
な
手
法

と
の
触
れ

種
工
事

Ａ
･Ｂ

人
と
自
然
と
の
触
れ
合
い
活
動
の
場
の
状
況

Ａ
･Ｂ

主
要
な
人
と
自
然
と
の
触
れ
合
い
活
動

合
い
活
動
Ｂ
２

地
形
の
改
変

Ａ
･Ｂ

主
要
な
人
と
自
然
と
の
触
れ
合
い
活
動
の
場
の
分

の
場
に
つ
い
て
、
分
布
又
は
利
用
環
境
の

の
場

３
宅
地
及
び
工
作
物

布
、
利
用
の
状
況
及
び
利
用
環
境
の
状
況

改
変
の
程
度
を
踏
ま
え
た
事
例
の
引
用
又

等
の
存
在

２
調
査
の
基
本
的
な
手
法

は
解
析

Ａ
･Ｂ

文
献
そ
の
他
の
資
料
及
び
現
地
調
査
に
よ
る
情
報
２

予
測
地
域

の
収
集
並
び
に
当
該
情
報
の
整
理
及
び
解
析

Ａ
･Ｂ

調
査
地
域
の
う
ち
、
人
と
自
然
と
の
触

３
調
査
地
域

れ
合
い
活
動
の
場
の
特
性
を
踏
ま
え
、
主

Ａ
･Ｂ

事
業
実
施
区
域
及
び
そ
の
周
辺
の
区
域

要
な
人
と
自
然
と
の
触
れ
合
い
活
動
の
場

４
調
査
地
点

に
係
る
環
境
影
響
を
受
け
る
お
そ
れ
が
あ

Ａ
･Ｂ

人
と
自
然
と
の
触
れ
合
い
活
動
の
場
の
特
性
を
踏

る
地
域

ま
え
、
調
査
地
域
に
お
け
る
主
要
な
人
と
自
然
と
の
３

予
測
対
象
時
期
等
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触
れ
合
い
活
動
の
場
に
係
る
環
境
影
響
を
予
測
し
、
Ａ
･Ｂ

人
と
自
然
と
の
触
れ
合
い
活
動
の
場
の

及
び
評
価
す
る
た
め
に
必
要
な
情
報
を
適
切
か
つ
効

特
性
を
踏
ま
え
、
主
要
な
人
と
自
然
と
の

果
的
に
把
握
で
き
る
地
点

触
れ
合
い
活
動
の
場
に
係
る
環
境
影
響
を

５
調
査
期
間
等

的
確
に
把
握
で
き
る
時
期

Ａ
･Ｂ

人
と
自
然
と
の
触
れ
合
い
活
動
の
場
の
特
性
を
踏

ま
え
、
調
査
地
域
に
お
け
る
主
要
な
人
と
自
然
と
の

触
れ
合
い
活
動
の
場
に
係
る
環
境
影
響
を
予
測
し
、

及
び
評
価
す
る
た
め
に
必
要
な
情
報
を
適
切
か
つ
効

果
的
に
把
握
で
き
る
期
間
、
時
期
及
び
時
間
帯

建
設
工
事
Ａ

建
設
工
事

１
調
査
す
べ
き
情
報

１
予
測
の
基
本
的
な
手
法

に
伴
う
副

Ａ
副
産
物
の
処
分
先
（
再
資
源
化
施
設
、
中
間
処
理
Ａ

副
産
物
の
種
類
ご
と
の
排
出
量
及
び
処

産
物

施
設
、
最
終
処
分
場
）
の
有
無
、
処
分
先
に
お
け
る

分
の
状
況
の
把
握

処
分
状
況

２
予
測
地
域

２
調
査
の
基
本
的
な
手
法

Ａ
事
業
実
施
区
域
及
び
情
報
の
把
握
に
必

Ａ
文
献
そ
の
他
の
資
料
に
よ
る
情
報
の
収
集
及
び
整

要
な
地
域

理
３

予
測
対
象
時
期
等

３
調
査
地
域

Ａ
工
事
期
間

Ａ
事
業
実
施
区
域
及
び
情
報
の
把
握
に
必
要
な
地
域

廃
棄
物

Ｂ
一
般
廃
棄
物
、
産
業
１

調
査
す
べ
き
情
報

１
予
測
の
基
本
的
な
手
法

廃
棄
物
及
び
残
土
を
排

Ｂ
廃
棄
物
の
処
分
先
（
再
資
源
化
施
設
、
中
間
処
理

Ｂ
廃
棄
物
の
種
類
ご
と
の
排
出
量
及
び
処

出
す
る
事
業
活
動

施
設
、
最
終
処
分
場
）
の
有
無
、
処
分
先
に
お
け
る

分
の
状
況
の
把
握

処
分
状
況

２
予
測
地
域

２
調
査
の
基
本
的
な
手
法

Ｂ
事
業
実
施
区
域
及
び
情
報
の
把
握
に
必

Ｂ
文
献
そ
の
他
の
資
料
に
よ
る
情
報
の
収
集
及
び
整

要
な
地
域

理
３

予
測
対
象
時
期
等

３
調
査
地
域

Ｂ
事
業
活
動
が
定
常
状
態
に
な
る
時
期

Ｂ
事
業
実
施
区
域
及
び
情
報
の
把
握
に
必
要
な
地
域

二
酸
化
炭
Ｂ

二
酸
化
炭
素
を
発
生

１
予
測
の
基
本
的
な
手
法

素
す
る
施
設
の
稼
働

Ｂ
二
酸
化
炭
素
の
排
出
量
の
把
握

２
予
測
地
域

Ｂ
事
業
実
施
区
域

３
予
測
対
象
時
期
等

Ｂ
施
設
の
稼
働
が
定
常
状
態
に
な
る
時
期

代
替
フ
ロ
Ｂ

代
替
フ
ロ
ン
等
の
温

１
予
測
の
基
本
的
な
手
法

ン
等

室
効
果
ガ
ス
（
二
酸
化

Ｂ
温
室
効
果
ガ
ス
及
び
オ
ゾ
ン
層
破
壊
物

炭
素
を
除
く
。）
及
び

質
の
種
類
ご
と
の
排
出
量
の
把
握
（
漏
出

オ
ゾ
ン
層
破
壊
物
質
を

す
る
量
を
含
む
。）

発
生
す
る
施
設
等
の
稼

２
予
測
地
域

働
Ｂ

事
業
実
施
区
域

３
予
測
対
象
時
期
等

Ｂ
施
設
の
稼
働
が
定
常
状
態
に
な
る
時
期

環
境
へ
の
Ｂ

人
の
健
康
及
び
動
植

１
予
測
の
基
本
的
な
手
法

負
荷
に
区

物
の
生
息
・
生
育
に
対

Ｂ
排
出
量
の
把
握
（
漏
出
す
る
量
を
含
む

分
さ
れ
る

し
有
害
な
化
学
物
質
の

。）

そ
の
他
の

取
扱
い
及
び
製
造

２
予
測
地
域

化
学
物
質

Ｂ
事
業
実
施
区
域

３
予
測
対
象
時
期
等

Ｂ
化
学
物
質
を
発
生
す
る
施
設
の
稼
働
が

定
常
状
態
に
な
な
る
時
期

備
考

１
こ
の
表
に
お
い
て
、
Ａ
は
、
工
事
の
実
施
に
よ
る
影
響
、
Ｂ
は
、
土
地
又
は
工
作
物
の
存
在
及
び
供
用
に
よ
る
影
響
を
示
す
。

２
こ
の
表
に
お
い
て
「
粉
じ
ん
等
」
と
は
、
粉
じ
ん
、
ば
い
じ
ん
及
び
自
動
車
の
運
行
、
建
設
機
械
の
稼
働
又
は
資
材
の
堆
積
に
伴
い
発
生
す
る
粒
子

状
物
質
を
い
う
。

３
こ
の
表
に
お
い
て
「
大
気
質
に
係
る
そ
の
他
の
化
学
物
質
」
と
は
、
事
業
活
動
に
伴
い
大
気
中
に
排
出
さ
れ
る
人
の
健
康
及
び
動
植
物
の
生
息
・
生

育
に
影
響
を
及
ぼ
す
お
そ
れ
の
あ
る
化
学
物
質
で
あ
っ
て
、
当
該
物
質
の
大
気
中
の
濃
度
を
把
握
す
る
こ
と
に
よ
り
、
影
響
の
程
度
が
把
握
で
き
る
も
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の
を
い
う
。

４
こ
の
表
に
お
い
て
「
水
質
に
係
る
そ
の
他
の
化
学
物
質
」
と
は
、
事
業
活
動
に
伴
い
公
共
用
水
域
に
排
出
さ
れ
る
人
の
健
康
及
び
動
植
物
の
生
息
・

生
育
に
影
響
を
及
ぼ
す
お
そ
れ
の
あ
る
化
学
物
質
で
あ
っ
て
、
当
該
物
質
の
水
域
中
の
濃
度
を
把
握
す
る
こ
と
に
よ
り
、
影
響
の
程
度
が
把
握
で
き
る

も
の
を
い
う
。

５
こ
の
表
に
お
い
て
「
重
要
な
地
形
・
地
質
」、
「
重
要
な
種
及
び
群
落
」
及
び
「
重
要
な
種
」
と
は
、
学
術
上
又
は
希
少
性
の
観
点
か
ら
重
要
な
も
の

を
い
う
。

６
こ
の
表
に
お
い
て
「
注
目
す
べ
き
生
息
地
」
と
は
、
学
術
上
若
し
く
は
希
少
性
の
観
点
か
ら
重
要
で
あ
る
生
息
地
又
は
地
域
の
象
徴
で
あ
る
こ
と
そ

の
他
の
理
由
に
よ
り
注
目
す
べ
き
生
息
地
を
い
う
。

７
こ
の
表
に
お
い
て
「
主
要
な
眺
望
点
」
と
は
、
不
特
定
か
つ
多
数
の
者
が
利
用
し
て
い
る
景
観
資
源
を
眺
望
す
る
場
所
を
、
主
要
な
眺
望
景
観
と
は
、

主
要
な
眺
望
点
か
ら
の
景
観
資
源
を
眺
望
す
る
場
合
の
景
観
を
い
う
。

８
こ
の
表
に
お
い
て
「
人
と
自
然
と
の
触
れ
合
い
活
動
の
場
」
と
は
、
不
特
定
か
つ
多
数
の
者
が
利
用
し
て
い
る
人
と
自
然
と
の
触
れ
合
い
活
動
の
場

を
い
う
。

９
こ
の
表
に
お
い
て
「
環
境
へ
の
負
荷
に
区
分
さ
れ
る
そ
の
他
の
化
学
物
質
」
と
は
、
事
業
活
動
に
伴
い
大
気
中
又
は
公
共
用
水
域
に
排
出
さ
れ
る
こ

と
に
よ
り
、
人
の
健
康
及
び
動
植
物
の
生
息
・
生
育
に
影
響
を
及
ぼ
す
お
そ
れ
の
あ
る
化
学
物
質
（
オ
ゾ
ン
層
破
壊
物
質
を
含
む
。）
で
あ
っ
て
、
当

該
物
質
の
排
出
量
を
把
握
す
る
こ
と
に
よ
り
、
環
境
影
響
評
価
を
行
う
こ
と
が
適
当
な
も
の
を
い
う
。

10
調
査
す
べ
き
情
報
が
複
数
あ
る
場
合
は
、
影
響
要
因
に
応
じ
て
選
択
し
、
必
要
に
応
じ
関
連
す
る
情
報
も
収
集
す
る
も
の
と
す
る
。

11
予
測
は
、
影
響
要
因
ご
と
に
行
う
も
の
と
す
る
。

12
予
測
手
法
に
つ
い
て
は
、
最
新
の
知
見
、
手
法
等
に
留
意
し
、
選
択
す
る
も
の
と
す
る
。

13
評
価
に
お
い
て
、
環
境
保
全
の
観
点
か
ら
の
国
、
県
及
び
市
町
村
の
基
準
及
び
目
標
と
の
整
合
が
図
ら
れ
て
い
る
か
否
か
に
つ
い
て
検
討
す
る
場
合

に
あ
っ
て
は
、
調
査
及
び
予
測
の
手
法
は
、
当
該
基
準
及
び
目
標
に
関
連
し
て
示
さ
れ
て
い
る
手
法
又
は
こ
れ
に
準
じ
る
方
法
を
踏
ま
え
て
行
う
も
の

と
す
る
。

14
生
態
系
に
お
い
て
は
、
調
査
地
域
を
生
活
の
場
と
し
て
い
る
種
や
指
標
と
な
る
生
物
の
生
息
・
生
育
状
況
等
、
そ
の
特
性
を
踏
ま
え
て
予
測
を
行
う

も
の
と
す
る
。

�

�

�

�

�

�
�
�

�
�
�
�
�

�

�
	



�
�


�
�
�
�
�

��


